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本書の内容
このガイドには、以下の情報が記載されています。

1 クイック・スタート

この章では、シグナル・アナライザを初期化して信号を表示させる方法を説明します。

2 フロント・パネルとリア・パネルの機能

フロントおよびリア・パネルのキーの機能と注釈の表示の情報は、この章を参照してください。

3 測定器オペレーティング・システム

この章では、Microsoft Windows 7の設定、および、Keysight測定器ソフトウェアで使用される設定につい 
て説明します。

4 Windowsツールの使用

この章の情報は、Windows 7の機能を、シグナル・アナライザに利用するための、いくつかのガイドライン 
を提供します。

5 トラブルシューティング

この章では、シグナル・アナライザまたはMicrosoft Windows 7のどちらかで経験する可能性がある、何ら 
かの問題を解決できる、いくつかの基本ステップを詳細に説明します。

http://www.keysight.com/find/PreventingInstrumentRepair
http://www.keysight.com/find/PreventingInstrumentRepair
http://www.keysight.com/main/redirector.jspx?action=ref&cname=EDITORIAL&ckey=801127&cc=US&lc=eng
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最新情報の入手方法
ドキュメントは定期的に更新されます。これらの製品に関する最新情報は、測定器ソフトウェアのアップグレード、
アプリケーション情報および製品情報を含め、ご使用の製品に合わせて、次のURLの中から1つをご覧ください。

http://www.keysight.com/find/pxa

http://www.keysight.com/find/mxa

http://www.keysight.com/find/exa

http://www.keysight.com/find/cxa

http://www.keysight.com/find/mxe

最新アップデートの電子メールを受け取るには、次のURLのKeysight Email Updatesにお申し込みください。

http://www.keysight.com/find/MyKeysight

アナライザの損傷防止に関する情報は、次のWebページにあります。

www.keysight.com/find/PreventingInstrumentRepair

ご使用の製品ソフトウェアは最新版ですか?

Keysightは、既知の不具合を修正し、製品機能拡張を組み込むためのソフトウェア・アップデートを定期的にリリー
スしています。ご使用製品のソフトウェア・アップデートを検索するには、次のKeysightテクニカル・サポートWeb
サイトをご覧ください。

http://www.keysight.com/find/techsupport

http://www.keysight.com/find/pxa
http://www.keysight.com/find/pxa
http://www.keysight.com/find/mxa
http://www.keysight.com/find/mxa
http://www.keysight.com/find/exa
http://www.keysight.com/find/cxa
http://www.keysight.com/find/mxe
http://www.keysight.com/find/MyKeysight
http://www.keysight.com/find/PreventingInstrumentRepair
http://www.keysight.com/find/PreventingInstrumentRepair
http://www.keysight.com/find/PreventingInstrumentRepair
http://www.keysight.com/find/techsupport
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Keysight X-Seriesシグナル・アナライザ
PXA N9030A、MXA N9020A、EXA N9010A、および、CXA N9000A 

入門ガイド

1 クイック・スタート

このセクションでは、シグナル・アナライザを初期化して信号を表示させ
る方法を説明します。

このセクションでは、以下のトピックを取り扱います：

「受入れ検査」（10ページ）

「測定器の配置とラック・マウントの要件」（11ページ）

「アナライザの電源を初めてオンにする」（12ページ）

「ウィルス対策ソフトとファイアウォール」（20ページ）

「測定器の電源投入時間の短縮」（21ページ）

「測定器情報」（22ページ）
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クイック・スタート
受入れ検査

受入れ検査
輸送用カートンと緩衝材に圧力の痕跡がないかどうか検査します。梱包材料
は、後でアナライザを別の場所に輸送したり、サービスのためにKeysightに
返送したりする場合に備えて、保管しておいてください。

内容の確認
輸送用コンテナの内容を、同梱品リストを使用して確認してください。

輸送時に問題が発生した場合
梱包材に損傷がある場合、または梱包内容が不足している場合：

— お近くのKeysight Technologies営業所にご連絡ください。
— 運送業者による検査のために緩衝材を保存しておいてください。
— アナライザをKeysightに返送する場合、元の（または同等の）梱包材を使
用してください。「サービスのためのアナライザの返送」（120ページ）を
参照してください。
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クイック・スタート
測定器の配置とラック・マウントの要件

測定器の配置とラック・マウントの要件

アナライザの配置
アナライザ側面の、冷却ファン用吸気口および排気部が塞がれていないこと
を確認してください。隙間の最小要件は2インチです。空気の流れが制限さ
れると、通気ノイズが大きくなる原因となり、冷却用に十分な空気を取り込
もうとしてファンの回転速度が上がる結果となります。このために、可聴雑
音が高くなります。

冷却とラック・マウント
アナライザは、他の、側面で通気を行う測定器の横に並べてラック・マウン
トしないでください。最初の測定器からの排気の向きが2番目のユニットの
吸気口とずれていることを確認してください。最初の測定器からの加熱され
た空気が2番目の測定器にあたると、2番目のユニットの動作温度が過度に上
昇する原因となり、測定器が破損するおそれがあります。アナライザは左側
から空気を吸引し、右側から排出します。

注意 本器をキャビネット内に設置する場合、製品内部と外部の間の通気を妨げな
いようにしてください。周囲温度（キャビネット外部）は、キャビネット内
での消費電力100 Wあたり4Cだけ製品の最大動作温度よりも低くなければ 
なりません。キャビネット内の全消費電力が800 Wを超える場合、強制通気 
を使用する必要があります。
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クイック・スタート
アナライザの電源を初めてオンにする

アナライザの電源を初めてオンにする
アナライザの初めての電源オンは、以下の方法のどちらかを使用して行うこ
とができます。

—「USBマウスを使用してアナライザを初期化する」（12ページ）
—「フロント・パネル・ナビゲーションを使用してアナライザを初期化す
る」（16ページ）

注記 始めての電源オンのプロセスの間、測定器は数回電源オフされ、再起動しま
す。このことは、最初の設置プロセスのみで発生します。

USBマウスを使用してアナライザを初期化する

ステップ 操作 注記

1. マウスを接続します — マウスをアナライザの
USBポートの1つに接続
します。

2. アナライザの電源を
オンにします

a. 電源ケーブルにすぐに
手が届く位置にアナラ
イザを設置し、電源ケー
ブルを差し込みます。

b. 電源スイッチ（アナライ
ザのフロント・パネルの
左下隅）を押して、アナ
ライザをオンにします。

詳細は、「測定器の配置とラック・マウン
トの要件」および「消費電力」（22ページ）
を参照してください。

 
アナライザの電源がオンになるには 5以上分間
かかります。 
Keysight Technologiesの画面が表示され、その後、 
オペレーティング・システムを選択できる画面
が表示されます。

3. Microsoft Setupを起動
します 

— Microsoft Windows 7を強  
調表示させ、Enterを押
してプリインストール
済みオペレーティング・
システムを起動します。



 13

クイック・スタート
アナライザの電源を初めてオンにする

アナライザは次のステップを実行します。

— Windows 7スタートアップ・ウィンドウ

— スクリーンを黒くする

— Windows「Please wait」メッセージ・ウィンドウ

— 青のウィンドウ 

— 次のウィンドウが開き、エンドユーザー・ライセンス契約に関する情報
が表示されます。

この時点では、ソフトウェアの初期化をしないで、測定器に電源を安全にオ
フにすることができます。

注意 セットアップが起動したら、［Setup］ウィサードが完了し、システムが再起動するまで
は測定器の電源をオフにしたり、電源を切断しないでください。測定器をオフにすると、
システムが壊れ、アプリケーションを実行できなくなる場合があります。

4. 再起動してログオン
します

— OKをクリックします 測定器が再起動すると、次のメッセージ・ウィン
ドウが表示されます。

ステップ 操作 注記
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クイック・スタート
アナライザの電源を初めてオンにする

このウィンドウ
が表示され、
［LaunchXSA］
ウィンドウを 
覆います。

注記 「Do not show this message again（今後、このメッセージを表示しない）」チェックボックス     
にチェックを付けないと、アナライザの電源をオンすると毎回表示されます。このメッセー
ジが表示されている間は、どのアプリケーションも起動しません。続行する前に、ウィルス
対策のメッセージをよく読んで、どのアクションが適切であるか判断してください。

5. ウィルス対策のメッ
セージを無効にします

— チェックボックスを選
択し、Continueをク
リックします。

引き続き、つぎのようなメッセージが表示され
ます。

数個の必須プロセスが続行されます。

XSAアプリケーションが初期化されます

6. インストールを検証
します

a. 測定器で、System、
Show、Systemの 
順に押します。

b. 購入したアプリケー
ションがリストに表示
されることを確認して
ください。

更に支援が必要な場合には、Keysightのサポー
ト・チームに問い合わせてください。 
オンライン・アシスタンス：
http://www.keysight.com/find/assist

7. 信号を表示します a. Input/Output、 
RF Calibrator、 
50 MHzの順に押し 
ます。

b. FREQ Channel、
Center Freq、50、
MHzの順に押します。

c. SPAN X Scale、50、
MHzを押します。

このことにより、内部50 MHz信号がアナライザ 
入力に送られます。

ステップ 操作 注記

http://www.keysight.com/find/assist
http://www.keysight.com/find/assist
http://www.keysight.com/find/assist
http://www.keysight.com/find/assist
http://www.keysight.com/find/assist
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クイック・スタート
アナライザの電源を初めてオンにする

50 MHz基準信号が、ディスプレイに表示されます。

ステップ 操作 注記
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クイック・スタート
アナライザの電源を初めてオンにする

フロント・パネル・ナビゲーションを使用してアナライザを初期化
する

初期化プロセスには以下のキーを使用します。

各矢印キー Enterキー タブ・キー 選択キーEnterキー

ステップ 操作 注記

1 アナライザの電源を
オンにします

a. 電源ケーブルにすぐに
手が届く位置にアナラ
イザを設置し、電源ケー
ブルを差し込みます。

b. 電源スイッチ（アナライ
ザのフロント・パネルの
左下隅）を押して、アナ
ライザをオンにします。

詳細は、「測定器の配置とラック・マウント
の要件」および「消費電力」（22ページ）を
参照してください。

 
アナライザの電源がオンになるには 5以上分間
かかります。

Keysight Technologiesの画面が表示され、その後、 
オペレーティング・システムを選択できる画面
が表示されます。
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クイック・スタート
アナライザの電源を初めてオンにする

2 Microsoft Setupを起動
します 

a. Microsoft Windows 7を強  
調表示させ、Enterを押
してプリインストール
済みオペレーティン
グ・システムを起動し
ます。

アナライザは次のステップを実行します。

• Windows 7 スタートアップ・ウィンドウ

• スクリーンを黒くする

• Windows「Please wait」メッセージ・ウィンドウ

• 青のウィンドウ 

• 次のウィンドウが開き、エンドユーザー・ライセンス契約に関する情報が
表示されます。 

この時点では、ソフトウェアの初期化をしないで、測定器に電源を安全にオ
フにすることができます。

注意 セットアップが起動したら、［Setup］ウィサードが完了し、システムが再起動するまで
は測定器の電源をオフにしたり、電源を切断しないでください。測定器をオフにすると、
システムが壊れ、アプリケーションを実行できなくなる場合があります。

ステップ 操作 注記
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クイック・スタート
アナライザの電源を初めてオンにする

3 再起動してログオン
します

— Enterを押します。 測定器が再起動すると、次のメッセージ・ 
ウィンドウが表示されます。

このウィンド 
ウが表示され、
［LaunchXSA］ 
ウィンドウを 
覆います。

注記 「Do not show this message again（今後、このメッセージを表示しない）」チェックボックス     
にチェックを付けないと、アナライザの電源をオンすると毎回表示されます。このメッセー
ジが表示されている間は、どのアプリケーションも起動しません。続行する前に、ウィルス
対策のメッセージをよく読んで、どのアクションが適切であるか判断してください。

4 ウィルス対策の 
メッセージを無効 
にします

— Selectを押してチェッ
クボックスを選択し、
Enterで続行します。

引き続き、つぎのようなメッセージが表示され
ます。

数個の必須プロセスが続行されます。

XSAアプリケーションが初期化されます

5 インストールを検証
します

a. System、Show、
Systemの順に押 
します。

b. 購入したアプリケー
ションがリストに表示
されることを確認して
ください。

更に支援が必要な場合には、Keysightのサポー
ト・チームに問い合わせてください。 
オンライン・アシスタンス：
http://www.keysight.com/find/assist

6 信号を表示します a. Input/Output、 
RF Calibrator、50 MHz  
の順に押します。

b. FREQ Channel、Center 
Freq、50、MHzの順に
押します。

c. SPAN X Scale、50、
MHzを押します。

このことにより、内部50 MHz信号がアナライザ
入力に送られます。

ステップ 操作 注記

http://www.agilent.com/find/assist
http://www.agilent.com/find/assist
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アナライザの電源を初めてオンにする

50 MHz基準信号が、ディスプレイに表示されます。

ステップ 操作 注記
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ウィルス対策ソフトとファイアウォール

ウィルス対策ソフトとファイアウォール
アナライザにはウィルス対策ソフトは付属していません。アナライザをLAN
に接続する場合には、ウィルス対策ソフトのインストールを推奨します。社
内のIT部門に確認し、推奨ソフトを調べてください。

アナライザは、Windows 7のファイアウォールを有効にした状態で出荷され 
ています。アナライザのオペレーティング・システムの問題の原因となるお
それがあるため、デフォルトのネットワーク設定を変更しないでください。
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測定器の電源投入時間の短縮

測定器の電源投入時間の短縮
測定器のデスクトップに、測定器の電源投入設定を制御できる 
ConfigureApplications.exeアプリケーションへのショートカットがあります。
通常実行するアプリケーションだけをプリロードするよう設定できます。こ
れにより、測定器の電源投入にかかる時間を大幅に短縮できます。この機能
は、次の順で押して、アクセスすることができます：System、Power On、 
Configure Applications。

プリロードしなかったアプリケーションに（電源投入後）アクセスするため
に、アプリケーション・ソフトキーを押した場合は、表示にかかる時間が少
し長くなります。このように時間が長くなるのは、電源投入後の最初のアク
セスの時だけです。最初のアクセス後のモード（アプリケーション）切り替
えの動作速度は、アプリケーションをプリロードした場合と同じです。
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クイック・スタート
測定器情報

測定器情報

消費電力
Keysightシグナル・アナライザの物理的設置に必要なのは、電源を接続する
ことだけです。電源電圧を選択する必要はありません。

このアナライザには、ユーザが交換可能なヒューズはありません。

警告 本器は安全クラス1の製品（電源ケーブルに感電防止用アースを装備）
です。主プラグは、感電防止用アース接続がなされたソケット・コン
セントにのみ挿入します。製品内部または外部のアース導線がつな
がっていないと、製品による危険が生じるおそれがあります。意図的
な遮断は禁止されています。（IEC 348 clauses 17.3.3c & 17.3.4）

アナライザを正しくアースしないと、怪我のおそれがあります。アナ
ライザの電源をオンにする前に、感電防止用アース端子を電源ケーブ
ルの感電防止用アース線に接続してください。電源プラグは必ず、感
電防止用アース端子を備えたコンセントに挿入してください。感電防
止用アース線を持たない延長ケーブル、電源ケーブル、オートトラン
スなどを使用することは避けてください。

注意 本製品は、IEC 61010 Second Editionに基づくインスタレーション・カテゴリII   
およびIEC 664に基づく汚染度2で使用するように設計されています。 
測定器にはオートレンジ電源電圧入力があります。電源電圧が指定された範
囲内にあることを確認してください。

主電源の配線とコネクタは、施設電気系統で用いられるコネクタと互換性が
なければなりません。正しいコンポーネントを使用していないことによる不
適切なアースは、製品の損傷や深刻な怪我の原因となります。

AC電源ケーブル

本器には、国際安全規格に適合する3線の電源ケーブルが付属しています。こ
のケーブルは、適切な電源コンセントに接続された場合にアナライザのキャ
ビネットをアースします。本器には送付先の地域に合わせた電源ケーブルが
同梱されています。以下を参照してください：

 http://www.keysight.com/find/powercords

注意 必ず本器に付属する3極のAC電源ケーブルを使用してください。このケーブ
ルを使用せず、アースが不十分な場合、製品の損傷を招くおそれがあります。

http://www.agilent.com/find/powercords
http://www.agilent.com/find/powercords
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警告 本製品を指定された以外の方法で使用すると、機器の保護機構が損な
われるおそれがあります。本製品は必ず、正常な条件（すべての保護
機構が有効な状態）で使用してください。 
測定器を設置する際には、着脱式電源ケーブルがオペレータから容易
に認識でき、すぐに手が届くように設置してください。着脱式電源ケー
ブルは、本測定器の断路装置です。これは測定器の他の部品の前で電
源回路を電源から切り離す役割を果たします。フロント・パネルのス
イッチはスタンバイ・スイッチです。電源スイッチではありません。
別の方法として、外部のスイッチまたはサーキット・ブレーカ（オペ
レータから容易に認識でき、すぐに手が届くもの）を断路装置として
使用することもできます。

過負荷に対する保護
アナライザの入力回路は、最大安全入力レベルである平均合計強度+30 dBm、 
または、+/- 0.2 Vdc（DC結合時）、または、+/- 70 Vdc（AC結合時）を超え    
る信号を印加すると破壊される可能性があります。最大安全入力レベルに関
する詳細は、アナライザの『仕様ガイド』を参照してください。入力回路破
損の修理には大変な費用が掛かります。

アナライザを、最大安全入力レベル付近となる可能性がある信号の測定に使
用する場合は、外部アッテネータおよび /またはリミッタを使用して、アナ
ライザ入力保護の一助としてください。外部デバイスの利得または損失を補
正するために、［External Gain］、振幅［Correction］および/または［Ref Lvl  
Offset］機能を使用することができます。［External Gain］と［Correction］は、 
［Input/Output］メニュー、また、［Ref Lvl Offset］は［AMPTD Y-Scale］メニュー   
の下にあります。

測定器の保守

測定器の清掃

警告 感電事故を防ぐため、清掃の前にはシグナル・アナライザを電源から切
り離してください。乾いた布または水でわずかに湿らせた布を使って、
ケース外部のパーツを清掃します。内部の清掃はしないでください。

コネクタの清掃
アルコールを使用するコネクタの清掃は、必ず測定器の電源ケーブルを抜
き、換気の良い場所で行ってください。残留したアルコール分はすべて蒸発
させ、蒸気が消散したあとで測定器の電源をオンにします。
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警告 イソプロピル・アルコールには熱、火花、火炎を避けてください。しっ
かり密封された容器で保存してください。非常に引火性が高いです。
火事の場合は、アルコール泡消化剤、粉末消火剤または二酸化炭素を
使用してください。水は効果が低いです。

イソプロピル・アルコールは適切な換気を行って使用し、眼、皮膚、
衣服に付着しないよう注意してください。皮膚の炎症の原因となり、
眼の損傷の原因となる場合があり、吸い込んだり飲み込んだりすると
有害です。皮膚を通して吸収されると有害です。取り扱った後は完全
に洗浄してください。

こぼれた場合は、砂または土を使用して吸い取ってください。こぼれ
た場所は、水で洗い流します。

イソプロピル・アルコールは、国、州または地方に適用される環境規
則に従って廃棄してください。

バッテリ情報
アナライザは、CPUボードに配置されたリチウム電池を使用します。これは、
ユーザが交換可能な部品ではありません。「サービスのためのアナライザの
返送」（120ページ）を参照してください。交換部品は、必ずKeysight 
Technologiesが承認または供給する部品を使用してください。

サービス・ドキュメントは、www.keysight.comから入手してください。

警告 バッテリを正しく交換しないと、爆発のおそれがあります。必ず同一
または推奨される同等種類のものと交換してください。使用済みの
バッテリを廃棄する際には、メーカの指示に従ってください。

バッテリは一般ゴミでなく、小形化学廃棄物として廃棄してください。

www.keysight.com
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静電放電に対する保護
静電放電（ESD）は、電子部品の損傷や破壊を招くおそれがあります（ESD
による目に見えない損傷は、コンポーネントの輸送、保管、使用のあらゆる
場面で起こりえます）。

テスト機器とESD

テスト機器の使用中のESDによる損傷を防ぐには：

警告 電圧が500 Vより高い回路を操作する際には、最初の3つの方法は使用 
しないでください。

— 同軸ケーブルを一日の最初にアナライザに接続する際には、ケーブルの
中心導体と外部導体を一度短絡させてください。

— コネクタの中心ピンに触れる際、およびアナライザからアセンブリを取
り外す際には、1 Mの抵抗で絶縁したリスト・ストラップで作業者の体 
をアースする必要があります。

— 静電気の蓄積を防ぐため、すべての機器を正しくアースしてください。

— コンポーネントやアセンブリの操作は、静電気防止作業台の上で行って
ください。

— 静電気を発生する材料は、すべてのコンポーネントから少なくとも1 m離 
しておいてください。

— コンポーネントの保管や輸送の際には、静電気遮蔽容器を使用してくだ
さい。

— プリント回路基板アセンブリは必ず縁を持って取り扱ってください。これ
は、ESDによるコンポーネントの損傷と、めっきの汚染を避けるためです。

ESDに関する詳細情報

ESDと、ESDによる損傷を避ける方法の詳細については、Electrostatic
 Discharge Association（http://www.esda.org）に問い合わせてください。 
この機関が開発しているESD規格は、ANSI（American National Standards 
Institute）によって承認されています。
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Keysight X-Seriesシグナル・アナライザ
PXA N9030A、MXA N9020A、EXA N9010A、および、CXA N9000A 

入門ガイド

2 フロント・パネルとリア・パネルの機能

このセクションでは次の機能を説明します：

「フロント・パネルの機能」（28ページ）

「表示注釈」（36ページ）

「リア・パネル機能」（38ページ）

「フロント・パネルとリア・パネルの記号」（42ページ）
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フロント・パネルとリア・パネルの機能
フロント・パネルの機能

フロント・パネルの機能
PXA、MXAおよびEXA

CXA

品目
概要

# 名称

1 メニュー・キー 各メニュー・キーの現在の機能を示すため、キーの左側にキー・ラベ
ルが表示されます。表示される機能は現在選択しているモードと測定
に依存し、直前に押したキーに直接関連します。
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フロント・パネルとリア・パネルの機能
フロント・パネルの機能

2 アナライザ・セットアップ・
キー

これらのキーは、現在のモードと測定で、測定の実行に使用するパラ
メータを設定します。

3 測定キー これらのキーは、モードと、モード内の測定を選択します。測定の開
始と再発率も制御します。

4 マーカ・キー マーカは、現在の測定データのレンジ内にある特定のポイント/セグ
メントのデータを測定するため、測定で多くの場合に使用可能です。

5 ユーティリティ・キー これらのキーは、以下のようなシステム全体の機能を制御します。

—  測定器の設定情報とI/Oセットアップ
—  プリンタのセットアップと印刷
—  ファイルの管理、保存、呼び出し
—  測定器のプリセット

6 外部ミキサ 外部ミキサとの間で、LO出力信号を送信し、IF入力信号を受信します。
信号レベルの詳細は、『仕様ガイド』を参照してください。PXAのみ。

7 プローブ・パワー 外部高周波プローブとアクセサリに対する電力を供給します。

8 ヘッドフォン出力 ヘッドフォンは、使用可能なオーディオ出力を聞くために使用でき 
ます。

9 バックスペース・キー 英数字情報を入力する際には、このキーを押して前の文字を削除しま
す。ヘルプ・ウィンドウとExplorerウィンドウではバック・キーとして
も機能します。

10 削除キー このキーは、ファイルの削除やその他の削除作業を実行するために押
します。

11 USBコネクタ 標準USB 2.0ポート、タイプA。マウス、キーボード、DVDドライブ、 
ハード・ドライブなどの外部周辺機器に接続します。

12  Local/Cancel/(Esc)キー リモート操作になっている場合、Localを押すと、 

— 測定器の制御がリモートからローカル（フロント・パネル）に戻
ります。

— ディスプレイがオンになります（リモート操作のためオフになっ
ていた場合）。

— エラーをクリアできます（キーを1回押してローカル制御に戻りま
す。2回目を押してエラー・メッセージ行をクリアします）。

単位またはEnterキーをまだ押していない場合、Cancelを押すと、値を変
更せずに現在選択している機能を終了します。

Escの機能は、PCキーボードの場合と同じです。Escを押して、 

— Windowsダイアログを終了します。
— エラーをクリアします。
— 印刷を中止します。
— 操作をキャンセルします。

13 RF入力 外部信号の入力用コネクタ。アナライザに入力されるすべての信号の
パワーの総和は+30 dBm（1 W）を超えないようにしてください。

品目
概要

# 名称
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フロント・パネルの機能

14 テンキー 現在の機能に対して特定の数値を入力します。入力値は、画面の左上、
測定情報領域に表示されます。

15 Enterキーと矢印キー 測定単位が不要な場合、またはデフォルトの単位を使用する場合に、
Enterキーでデータ入力を終了します。

矢印キーを使用して、

— 現在の測定選択の値を増減します。
— ヘルプ項目を移動します。
— Windowsダイアログ内で移動、または選択を行います。
— 測定のセットアップに使用するフォーム内を移動します。
— 表内を移動します。
注記 矢印キーを、ディスプレイでマウス・ポインタを移動する

ために使用することはできません。

16 Menu/ (Alt)キー Altの機能はPCキーボードの場合と同じです。Windowsプルダウン・ 
メニューで制御フォーカスを変更するために使用します。

17 Ctrlキー Ctrlの機能はPCキーボードの場合と同じです。Windowsアプリケーション
内の移動、またはリストでの複数アイテムの選択に使用します。

18 選択／スペース・キー 選択キーは、スペース・キーでもあります。キーには通常の PC機能が
あります。例えば、Windowsダイアログで、ファイルの選択、チェック・
ボックスのチェックとチェック解除、ラジオ・ボタン選択を実行しま
す。強調表示されたヘルプ・トピックを開きます

19 タブ・キー Windowsダイアログ内のフィールド間の移動に使用します。

20 ノブ 現在のアクティブ機能の値を増減します。

21 リターン・キー 現在のメニューを終了し、前のメニューに戻ります。通常のPC機能が
あります。

22 全画面キー 格子線表示領域を最大化するため、このキーを押してソフトキーをオ
フにします。

もう一度キーを押して通常画面に復元します。

23 ヘルプ・キー 現在のモードのコンテキスト依存ヘルプの表示を開始します。ヘルプ
が表示されている場合、フロント・パネル・キーを押すと、そのキー
機能に対するヘルプ項目が表示されます。

24 スピーカ制御キー スピーカの音量の増減や、ミュート設定が行えます。

25 ウィンドウ制御キー これらのキーにより、単一ウィンドウ表示または複数ウィンドウ表示
を選択します。現在のウィンドウをデータ表示一杯に拡大するか、現
在選択しているウィンドウを変更します。ヘルプ・ウィンドウのナビ
ゲーション枠と項目枠の切り替えに使用できます。

品目
概要

# 名称
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フロント・パネルの機能

キー・タイプの概要
FREQ Channel、System、Marker Functionsなどと記されたキーは、すべて  
フロント・パネル・キーの例です。

ダーク・グレーまたはライト・グレーのキーを押すと、ほとんどの場合、ディ
スプレイの右端に沿って機能のメニューが表示されます。表示されるこれら
のキー・ラベルは、メニュー・キーと呼ばれるキーの列の横にあります。

メニュー・キーは、最後に押されたフロント・パネル・キーに基づいて機能
を表示します。これらの機能は、測定アプリケーション（Mode）と測定
（Meas）の現在の選択にも依存します。

26 電源スタンバイ/オン アナライザをオンにします。緑のライトは電源オンを示します。黄色
のライトはスタンバイ・モードを示します。

注記 フロント・パネルのスイッチはスタンバイ・スイッチであ
り、電源スイッチ（断路装置）ではありません。スイッチ
がスタンバイ位置にある間も、アナライザは電力を消費し
ています。 
 
電源ケーブルをシステム断路装置として使用することが
できます。電源ケーブルは、電源回路を電源から切り離す
役割を果たします。

27 Q入力 差動モードの場合は、Qチャネル用入力ポート。*

28 Q入力 シングル・モードまたは差動モードの何れかのQチャネル用入力 

ポート。*

29 I入力 差動モードの場合には、Iチャネル用入力ポート。*

30 I入力 シングル・モードまたは差動モードの何れかのIチャネル用入力 

ポート。*

31 Cal出力 I、I、QおよびQ入力の校正用、および、これらの入力に使用されるプ

ローブ用の出力ポート。*

32 RF出力 オプションT03/07（CXAのみ）用出力ポート。

*. LEDのステータスは、現在のポートの状態がアクティブ（緑）であるか、または、使
用されていない（暗色）かを示します。

品目
概要

# 名称
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フロント・パネルとリア・パネルの機能
フロント・パネルの機能

メニュー・キー機能の数値を変更できる場合、これをアクティブ機能と呼び
ます。アクティブ機能のキーを選択すると、その機能のラベルが強調表示さ
れます。例えば、AMPTD Y Scaleを押してみてください。これにより、関連  
する振幅機能のメニューが表示されます。Ref Level（Amplitudeメニューで 
デフォルトで選択されているキー）というラベルの機能が強調表示されま
す。Ref Levelも、画面の左上、測定情報領域に表示されます。表示された値 
は、機能が選択されており、その値がデータ入力コントロールを使って変更
可能であることを示します。

いくつかのメニュー・キーには、On/Off、Auto/Man、または、Log/Linなど
のように複数の選択肢があります（上に示す通り）。別の選択肢を選択する
には、キーを複数回押します。例えば、Auto/Manのようなキーです。機能
を選択するには、メニュー・キーを押します。Autoに下線が表示され、キー
が強調表示されます。機能を手動に変更するには、キーを再度押してManに
下線が表示されるようにします。キーに3つ以上の設定がある場合、希望の
選択に下線が表示されるまでキーを押し続けます。
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フロント・パネルとリア・パネルの機能
フロント・パネルの機能

メニューを初めて表示すると、デフォルト選択のキーであることを示すため、 
1個のキー・ラベルが強調表示されます。Marker Functionを押すと、Marker 
Function Offキーがメニュー・デフォルト・キーとなり、強調表示されます。

一部のメニュー・キーは、左側のキーの後ろを走る黄色のバー、または、
キー・グループ周囲の黄色の境界線によってグループ化されています。黄色
の領域内にあるキー、例えばMarker Noiseを押すと、強調表示がそのキーに 
移動して選択されたことを示します。リンクされているキーは関連機能を持
ち、一度に選択できるキーはそのうち1つだけです。例えば、マーカは、1つ
のマーカ機能しかアクティブになりません。そのため、異なる機能を選択する
と、前の選択はオフになります。現在のメニューが2ページに渡る場合、黄色
のバーまたは境界線には2ページ目のキーも含まれている可能性があります。
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フロント・パネルとリア・パネルの機能
フロント・パネルの機能

一部のキー・メニューでは、複数の使用可能な選択肢からどのキーが選択さ
れているかを示すため、キー・ラベルが強調表示されます。その他のキーの
いずれかを押すと、メニューが即座に終了します。例えば、Select Traceキー 
（Trace/Detectorメニュー）を押すと、独自のキー・メニューが表示されま
す。Trace 1が強調表示されます。Trace 2キーを押すと、強調表示はそのキー  
に移動し、画面はTrace/Detectorメニューに戻ります。
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フロント・パネルとリア・パネルの機能
フロント・パネルの機能

表示されたキー・ラベルに、右向きの、小さい黒塗りの矢印の先が示されて
いる場合、追加のキー・メニューが使用できることを示します。矢印の先が
黒塗りでない場合、初めてキーを押すと、その機能が選択されます。矢印が
黒塗りになり、再度キーを押すと、追加の設定メニューが表示されます。
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フロント・パネルとリア・パネルの機能
表示注釈

表示注釈
このセクションでは、スペクトラム・アナライザ測定アプリケーションの画
面に示される表示注釈について説明します。測定アプリケーションのモード
によって注釈に違いがあります。

品目 概要 ファンクション・キー 

1 測定バー - 一般的な測定の設定と情報を示します。

単発／連続測定を示します。

一部の測定には、データのテストの基準となるリ
ミットが含まれます。合否インジケータは、測定
バーの左下に表示されます。

フロント・パネルのAnalyzer Setup 
部のすべてのキー

2 アクティブ機能（測定バー）- 現在のアクティブ 
機能に設定可能な数値がある場合、ここに表示さ
れます。

現在選択しているフロント・ 
パネル・キー

3 バナー - 選択した現在実行中アプリケーションの  
名前を示します。

Mode

4 測定タイトル - 現在の測定のタイトル情報、また  
は測定用に作成したタイトルを示します。

Meas

View/Display、Display、Title
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フロント・パネルとリア・パネルの機能
表示注釈

5 設定パネル - アプリケーション固有でないシステ  
ム情報を表示します。

— 入力／出力ステータス - 緑色のLXIは、LANが
接続されていることを示します。RLTSは、
Remote、Listen、Talk、SRQを表します。

— 入力インピーダンスと結合
— 振幅補正ステータス
— 周波数基準選択 
— 自動内部アライメント・ルーチンの設定

LocalおよびSystem、 
I/O Config

Input/Output、Amplitude、
System、その他

6 アクティブ・マーカの周波数、振幅、または 
機能値

Marker

7 設定パネル - 時刻と日付表示 System、Control Panel

8 トレース／ディテクタ情報。 Trace/Detector、 
Clear Write (W) Trace 
Average (A) Max Hold (M) 
Min Hold (m)
Trace/Detector、 
More、 
Detector、 
 Average (A) Normal (N) Peak 
(P) Sample (S) Negative Peak 
(p)

9 直前に押したキーに基づいて変化するキー・ 
ラベル

ソフトキー

10 情報メッセージ、警告メッセージ、エラー・ 
メッセージを表示します。メッセージ領域 - 
単発イベント、ステータス領域 - 条件

System、Show、Errors

11 格子線領域に現在表示中のデータの測定設定。上
記の例：中心周波数、分解能帯域幅、ビデオ帯域
幅、周波数スパン、掃引時間、掃引ポイント数

フロント・パネルのAnalyzer 
Setup部のキー

品目 概要 ファンクション・キー 
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フロント・パネルとリア・パネルの機能
リア・パネル機能

リア・パネル機能
最新のPXA、MXA、EXA

以前のMXA、EXA

品目 概要
# 名称

1 EXT REF IN 外部周波数基準信号の入力：

PXA - 1～50 MHz
MXA - 1～50 MHz 
EXA - 10M Hz

2 GPIB リモート・アナライザ操作に使用できるGeneral Purpose Interface Bus
（GPIB、IEEE 488.1）接続 
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フロント・パネルとリア・パネルの機能
リア・パネル機能

3 USBコネクタ USB 2.0ポート、タイプB。USB TMC（test and measurement class）は外     
部PCコントローラに接続して測定器を制御。480 Mbpsリンクのデー 
タ転送用

4 USBコネクタ 標準USB 2.0ポート、タイプA。マウス、キーボード、プリンタ、DVD 
ドライブ、ハード・ドライブなどの外部周辺機器に接続します。

5 モニタ 外部VGAモニタの接続が可能。

注記 外部VGAモニタは、外部VGAポートを有効にするために、
電源をオンする前に接続することが必要です。

6 LAN リモート・アナライザ操作に使用するためのTCP/IPインタフェース。

7 電源入力 AC電源ライン接続。詳細については製品仕様を参照してください。

8 リムーバブル・ 
ディスク・ドライブ

最新のアナライザでは標準です。以前のMXAおよびEXAモデルでは
オプションです。

9 デジタル・バス 将来用に確保。
10 アナログ出力 PXAのオプションYAV用： 

Screen Video
Log Video
Linear Video

オプションのEMC用： 
Demod Audio

11 TRIGGER 2 OUT 他のテスト機器をアナライザと同期するために使用するトリガ出
力。Input/Outputキーから設定可能。

12 TRIGGER 1 OUT 他のテスト機器をアナライザと同期するために使用するトリガ出
力。Input/Outputキーから設定可能。

13 Sync 将来用に確保。
14 TRIGGER 2 IN 測定の外部トリガを可能にします。
15 TRIGGER 1 IN 測定の外部トリガを可能にします。
16 ノイズ・ソース駆動 

+28 V (Pulsed)
Keysight 346A、346Bおよび346Cノイズ・ソース用。

17 SNSシリーズ・ノイズ・
ソース

Keysight N4000A、N4001A、N4002A Smartノイズ・ソース（SNS）用。

18 10 MHz OUT アナライザの内部10 MHz周波数基準信号の出力。他のテスト機器の 
周波数基準をアナライザにロックするために使用します。

19 Preselector Tune Out 将来用に確保。
20 Aux IF Out CR3 Second IF Out（PXA、MXAおよびEXA）

CRP Arbitrary IF Out（PXA、MXAおよびEXA）

ALV Log Video（PXA）

品目 概要
# 名称
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フロント・パネルとリア・パネルの機能
リア・パネル機能

オプションPC3付きCXA（シリアル番号がS/N MY/US/SG49370546以降） 

CXA（シリアル番号がMY/US/SG49370546より前）

品目 概要
# 名称

1 EXT REF IN 外部周波数基準信号の入力： 
CXA - 10 MHz

2 GPIB リモート・アナライザ操作に使用できるGeneral Purpose Interface Bus
（GPIB、IEEE 488.1）接続 。

3 USBコネクタ USB 2.0ポート、タイプB。USB TMC（test and measurement class）は外
部PCコントローラに接続して測定器を制御。480 Mbpsリンクのデー
タ転送用。

4 USBコネクタ 標準USB 2.0ポート、タイプA。マウス、キーボード、プリンタ、DVD 
ドライブ、ハード・ドライブなどの外部周辺機器に接続します。
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フロント・パネルとリア・パネルの機能
リア・パネル機能

5 モニタ 外部VGAモニタの接続が可能。

注記 外部VGAモニタは、外部VGAポートを有効にするために、
電源をオンする前に接続することが必要です。

6 LAN リモート・アナライザ操作に使用するためのTCP/IPインタフェース 。

7 電源入力 AC電源ライン接続。詳細については製品仕様を参照してください。

8 リムーバブル・ 
ディスク・ドライブ

オプションPC３。シリアル番号がMY/US/SG49370546以降のモデルの
みで使用可能です。

10 アナログ出力 オプションのEMC用： 
Demod Audio

12 TRIGGER 1 OUT 他のテスト機器をアナライザと同期するために使用するトリガ出
力。Input/Outputキーから設定可能。

13 Sync 将来用に確保。

15 TRIGGER 1 IN 測定の外部トリガを可能にします。

16 ノイズ・ソース駆動 
+28 V (Pulsed)

Keysight 346A、346Bおよび346Cノイズ・ソース用。

17 SNSシリーズ・ノイズ・
ソース

Keysight N4000A、N4001A、N4002A Smartノイズ・ソース（SNS）用。

18 10 MHz OUT アナライザの内部10 MHz周波数基準信号の出力。他のテスト機器の 
周波数基準をアナライザにロックするために使用します。

品目 概要
# 名称
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フロント・パネルとリア・パネルの機能
フロント・パネルとリア・パネルの記号

フロント・パネルとリア・パネルの記号
  この記号は、パワー・オン（緑色の LED）を示すため
に用いられます。

  この記号は、パワー・スタンバイ・モード（黄色の
LED）を示すために用いられます。

  この記号は、AC 入力パワーが必要であることを示し
ます。

  取扱説明書記号。製品にこの記号が記載されている場
合、ユーザがドキュメントの内容を参照する必要があ
ることを示します。

  CEマークは、ヨーロッパ共同体の登録商標です。

  C-Tickマークは、オーストラリアのスペクトラム管理
局の登録商標です。

  このマークは、製品がCanadian Interference-Causing 
Equipment Standard（ICES-001）に適合することを示
します。

この記号は、Industrial Scientific and Medicalグループ
1クラスA製品（CISPR 11、Clause 4）であることも表
します。

  

CSAマークは、カナダ規格協会の登録商標です。

  この記号は、2005年8月13日現在、EU法により電気／電
子機器の分別収集が義務づけられていることを示しま
す。すべての電気／電子機器は、通常の廃棄物と別に
処理する必要があります（WEEE指令2002/96/EC参照）。

  通常使用中に危険／有害物質成分が漏出または劣化す
るはずのない期間を示します。本製品の予想耐用年数
は40年です。

  一次または二次梱包上のこの記号は、中国国家標準 
GB 18455-2001に準拠していることを表します。
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この機器は、家庭以外の商業および軽工業地域におけ
る使用に適したクラスA機器です。

不要になった製品の回収については、計測お客様窓口
にお問い合わせいただくか、
http://www.keysight.com/environment/product/
を参照してください。

http://www.agilent.com/environment/product/
http://www.agilent.com/environment/product/
http://www.agilent.com/environment/product/
http://www.agilent.com/environment/product/
http://www.keysight.com/environment/product/
http://www.keysight.com/environment/product/
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Keysight X-Seriesシグナル・アナライザ
PXA N9030A、MXA N9020A、EXA N9010A、および、CXA N9000A 

入門ガイド

3 測定器のオペレーティング・システム

この章では、Windows 7またはWES7と呼ばれるMicrosoft Windows Embedded   
Standard 7の構成と、Keysight測定器ソフトウェアで使用される設定につい 
て説明します。また、システム設定の変更についても説明します。さらに、
Windowsオペレーティング・システムの設定と測定器の出荷時にディスク・
ドライブに存在するソフトウェア・インストールについても説明します。

アナライザのフロント・パネルには、メニューへのアクセス、ダイアログ内
の移動、アイテムの選択、表示ボタンの選択のために、ウィンドウを移動す
る際に必要なキーが備わっています。オペレーティング・システムの設定ア
イテムの変更にはフロント・パネルを使用できますが、これらの作業はUSB
マウスと外部キーボードを使用した方がはるかに簡単に行えます。フロン
ト・パネルを使用した移動については、「マウスがない場合のWindowsの移
動」（80ページ）を参照してください。

本章では、以下のトピックを取り扱います：

「Microsoft Windows」（46ページ）

「インストール済みソフトウェア」（47ページ）

「ソフトウェアのカスタマ・インストール」（48ページ）

「ユーザ・アカウント」（49ページ）

「Keysight X-Seriesアナライザのライセンス・オプション」（51ページ）

「新しい測定アプリケーション・ソフトウェアのライセンス契約 - 新規購入
後」（53ページ）

「X-Seriesアナライザ間のライセンスの移管」（55ページ）

「Windows設定」（59ページ）

「プリンタの設定」（64ページ）

「LANの設定」（65ページ）

「Windowsセキュリティ」（67ページ）

「システム保守」（69ページ）

「USB接続」（70ページ）

「ディスク・ドライブの分割と使用」（71ページ）

「ディスク・ドライブ回復プロセス」（73ページ）
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測定器のオペレーティング・システム
Microsoft Windows

Microsoft Windows
ご使用の測定器には、工場でMicrosoft Windowsをインストール済みです。 
Keysightは、これまでにMicrosoft Windowsの数多くの設定を、測定器に最適 
な動作となるように構成してきました。本章には、このような設定の多くが
記載されています。

Windowsヘルプとサポート・センター 

本章全体を通して、Windowsヘルプとサポート・センターが参照されていま
す。Windowsヘルプとサポート・センターにアクセスするには、PC上または
測定器自体で、以下の説明に従って操作してください。

注記 Windowsヘルプとサポート・センターにアクセスするには、インターネット
接続が必要です。

マウス・カーソルを画面下部のタスクバーに移動させます。

タスクバーが自動非表示モード（測定器のデフォルト設定）になっている場
合は、ポップアップするまで待ちます。

スタート・アイコン をクリックし、［Search］ウィンドウに「help 
and support」とタイプします。

をクリックします。
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測定器のオペレーティング・システム
インストール済みソフトウェア

 インストール済みソフトウェア 

シグナル・アナライザ・ソフトウェア
シグナル・アナライザには、N9060Bスペクトラム・アナライザ測定アプリ
ケーション・ソフトウェアがインストールされています。その他の測定アプ
リケーションも使用できます。アプリケーションごとに、ソフトウェアを実
行するためのライセンスが必要となります。ライセンスが購入されていない
場合でも、すべてのアプリケーションが製造時に工場でインストールされま
す。追加のライセンスは、後から購入可能です。

VSA 89601B

Keysight 89601Bベクトル・シグナル・アナライザ（VSA）がインストールさ 
れています。Keysight 89601Bによる測定には、30日間の当初トライアル期間 
を超えて製品を使用する場合、ライセンスが必要です。

パルス測定N9051B

Keysight N9051Bパルス測定ソフトウェアがインストールされています。 
Keysight N9051B による測定には、製品を使用するためのライセンスが必要 
です。
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測定器のオペレーティング・システム
ソフトウェアのカスタマ・インストール

ソフトウェアのカスタマ・インストール

Keysightによって検証済みのサードパーティ・ソフトウェア
Keysightでは、以下のプログラムが測定器アプリケーションと互換性がある
ことを確認しています。

— MathWorks MATLAB

その他のサードパーティ・ソフトウェアのインストール
X-Seriesシグナル・アナライザ・プラットフォームはオープンなWindows環
境なので、ソフトウェアを測定器にインストールすることができます。ただ
し、承認されていないソフトウェアをインストールすると、測定器の性能に
影響が及ぶおそれがあります。Keysightは、未承認ソフトウェアをインストー
ルした場合の測定器の性能については保証しません。

注記 測定器に追加のプログラムをインストールするには、シグナル・アナライ
ザ・アプリケーションを終了する必要があります。

また、工場出荷時に測定器にインストールされたアプリケーションやプログ
ラムは、削除しないでください。

Keysightがテストしたプログラム以外のプログラムをインストールすると、
測定器のアプリケーションとの間で問題が生じるおそれがあります。問題が
発生した場合には、問題の原因となったプログラムをアンインストールする
か、プログラムの設定を変更してみてください。それでも問題を修正できな
い場合、測定器回復システムを使用して、測定器のシステム・ソフトウェア
を再インストールする必要があります。
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ユーザ・アカウント
測定器は、出荷時にさまざまなアカウントが設定済みになっています。それ
に加え、必要に応じて独自のアカウントを追加することができます。それぞ
れのアカウントに関連する権限により、そのアカウントにより実行可能なこ
とと不可能なことが決定されます。

管理者アカウント
 管理者アカウントを使用して、以下の操作を実行できます。

— ソフトウェアのインストール

— ネットワークおよびプリンタへのアクセスの設定

— 測定器上のすべてのファイルへのアクセス

— ユーザ・アカウントとパスワードの追加／変更

— ファイヤーウォールの設定変更

— Windows設定の変更（たとえば、デバイス・マネージャを使用して）

— 時刻と日付の変更

— アプリケーションの実行

Keysight Technologiesディスク・イメージを使用する測定器では、工場出荷 
時の管理者のパスワードは「Keysight4u!」になっています。

測定器アカウント
工場出荷時のデフォルトのユーザ・アカウントは「Instrument」、パスワード
は「measure4u」です。このユーザは、標準ユーザ・グループのメンバです。1

測定器アカウントを使用して、以下の操作を実行できます。

— ネットワークおよびプリンタへのアクセスの設定（ローカル・プリンタ・
アクセスではありません）

— ユーザ・グループがアクセス可能な測定器上のファイルへのアクセス

— ユーザ・グループがアクセス可能なアプリケーションの実行

1. Windows XPオペレーティング・システムが稼働する測定器では、測定器ユーザ・アカ 
ウントはパワー・ユーザ・グループのメンバーとなりました。
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パワー・ユーザ・アカウント
パワー・ユーザ権限を、測定器アカウントまたは作成された他のアカウントに
割り当てることができます。権限を変更するには、管理者としてログインする
ことが必要です。パワー・ユーザは、次の操作を実行することができます。

— ソフトウェアのインストール（いくつかの制限があります。例えば、ド
ライバはインストールできません）

— ネットワークおよびローカル・プリンタへのアクセスの設定

— パワー・ユーザ・グループがアクセス可能な測定器上のファイルへのア
クセス

— 時刻と日付の変更

— パワー・ユーザ・グループがアクセス可能なアプリケーションの実行

KeysightOnlyユーザ・アカウント
測定器には「KeysightOnly」と呼ばれ、お客様が管理者パスワードを変更し、
そのパスワードを忘れてしまった場合にカスタマ・サポートが使用できる、
ユーザ・アカウントがあります。Keysight Technologiesディスク・イメージ 
を使用する測定器では、アカウントは「KeysightOnly」です。KeysightOnlyア
カウントを削除／変更しないでください。

サービス・ユーザ・アカウント
測定器には、測定器のサービス用に定義されたユーザ・アカウントがあり
ます。

カスタマ作成のアカウント
追加のユーザ・アカウントを作成し、作成した新しいユーザ・アカウントに
許可するセキュリティのレベルを決めることができます。例えば、セキュリ
ティのレベルを管理者、パワー・ユーザ、標準ユーザ、バックアップ・オペ
レータとして割り当てることが可能です。ユーザ名の大文字と小文字は区別
されませんが、パスワードの大文字と小文字は区別されます。

Keysightでは、各ユーザのMy DocumentsフォルダをD:ドライブに割り当てる 
ことを前提としています。これは、測定器回復を実行する必要が生じた場合
に、ユーザのデータが上書きされるのを防止するためです。また、D:ドライ
ブの中身を外部メディアにコピーするだけで、簡単にバックアップが行えま
す。工場で作成した全ユーザ・アカウントのMy Documentsは、すでにD:ド 
ライブに割り当てられています。すべての新しいユーザのMy Documentsフォ 
ルダをD:ドライブに割り当てることを推奨します。
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Keysight X-Seriesアナライザのライセンス・オプション
Keysight X-Seriesアナライザは、3種類のライセンスタイプを使用します。固 
定永久型、移管可能永久型 （PXA、MXA、EXAのみ）、 および、トライアル。  
こららのライセンス・タイプは、既存のすべての測定アプリケーションで使
用可能ですが、固定永久型ライセンスが必要なスペクトラム・アナライザ測
定アプリケーション（N9060A/B）、および、移管可能ライセンスをサポート
しないリモート言語互換アプリケーション（N9061A）は例外です。固定永久
型ライセンスは、ハードウェア・オプションを有効にするためにも必要です。

固定永久型
固定永久型ライセンスは、X-Series測定器が導入されて以来すべての機能に
使用可能であった、同じ期間（永久）の従来型のライセンス・タイプ（固定
型）です。固定永久型ライセンスは、オプション識別子の2番目の文字「F」
と3番目の文字「P」により識別できます。

例：N9068A-2FPまたはW9068A-2FP

ライセンス・キーは測定器モデルとシリアル番号に依存します。ライセン
ス・キーは、キーが作成された特定の測定器にしかインストールできません。

移管可能永久型

移管可能永久型ライセンスは、オプションのライセンス・タイプで、特定の
測定器またはシリアル番号に固定されない運用期間を提供するものです。移
管可能永久型ライセンスは、製品ストラクチャで、オプション識別子の2番
目の文字「T」と3番目の文字「P」により識別できます。

例：N9068A-2TP

それに加えて、測定器タイプ間の移管も許可されます。このため、測定アプ
リケーション・ライセンスは、PXAからMXAまたはEXAに、またはその逆に、
もしくは、同じモデル間で移管することができます。

移管可能永久型ライセンスは、管理およびライセンスのチェックイン /アウ
トの際に Keysightサーバに接続する必要があります。Keysightライセンス・
サーバは、測定器から回収され、新しい測定器への割り当てを待っている、
不使用ライセンスの保管も可能にします。サーバは、30日間あたりのライ
センスの移管を10回までに制限します。

測定器購入時に工場でプリインストールされる固定永久型ライセンスとは
異なり、移管可能永久型ライセンスは、最初に使用する前に回収とインストー
ルが必要です。このことにより、どの測定器に最初にアプリケーション・ラ
イセンスをインストールするか決定することを可能にします。

測定器間で同じソフトウェア・リリースとすることにより、それぞれ測定器
で最新コードを使用できることを確実にし、ユーザが測定器間で同じ経験が
できるようにすることを推奨します。このことは、最新のソフトウェア・リ
リースのみで使用可能な、新しくリリースされたアプリケーション用のライ
センスを移管する場合に、特に重要です。
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トライアル・ライセンス 

トライアル・ライセンスは、完全なアプリケーションを購入する前に、アプ
リケーションを試用することを可能にするものです。ライセンスは30日間の
時間限定で、測定器ごとに個別アプリケーションの1回のみのトライアルに
制限されます。この制限は、Keysightソフトウェア・ライセンス・システム
のライセンス取得プロセスにより実行されます。

トライアル・ライセンスは、測定アプリケーションのみに使用可能であり、
ハードウェア機能（N9010A、N9020A、または、N9030A）を有効にするた
めには使用できません。

トライアル・ライセンスは工場ではインストールされず、新品の測定器出荷
の際に権利付与証明書は配布用に作成されません。トライアル・ライセンス
は注文はできませんが、KeysightのWebサイトで簡単な登録を済ませた後入
手することができます。

http://www.keysight.com/find/xseries_trial

トライアル・ライセンスは、識別子「-TRL」により識別することができます。

例：N9071A-TRL

製品に複数の階層（機能のレベル）がある場合は、-TRLライセンスはライ
センスの期間中に、すべての階層を有効にします。基本階層を所有していて、
より高い階層のトライアル・ライセンスが必要な場合は、-TRLライセンスを
インストールすることができます。期間が終了すると、権利付与は基本階層
に戻されます。

http://www.keysight.com/find/xseries_trial
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新しい測定アプリケーション・ソフトウェアのライセンス契約 - 
新規購入後

追加の測定アプリケーション・ソフトウェアは、シグナル・アナライザを新
規購入した後でも、注文することができます。ソフトウェアのアップグレー
ドは、オプションに基づく権利付与証明書とライセンス同意書を含む、キッ
トとして供給されます。ライセンスは、ライセンスWebサイトからUSBスト
レージ・デバイスにダウンロードされ、測定器へのロードが可能になります。

ソフトウェアをアップグレードするには、すべての場合、最新バージョンの
測定器ソフトウェアをインストールすることを推奨します。このことによ
り、ライセンス契約され、アクティブ化され、インストールされた測定アプ
リケーションが、最新のバージョンであることが保証されます。

ソフトウェアの最新バージョンは、次のサイトからダウンロードできます。

 http://www.keysight.com/find/xseries_software

ライセンス・キーは、通常、測定器モデルとシリアル番号の組み合わせとな
ります。ライセンス・キーはその測定器にしかインストールできません。

注記 測定アプリケーションをインストールした後に、校正は必要ありません。

USBを使用するインストール手順

ステップ アクション 注記

1 オプションのアップ
グレード権利付与証
明書を取得します

証明書の説明に従ってください。 オプションのアップグレード権利付
与証明書を取得すると、ライセンス・
ファイルが添付された電子メールが
送信されます。

2 ライセンス・ファイ
ルを保存します

.licファイルをUSBストレージ・デバ
イスのルート・ディレクトリに保存し
ます。

3 ライセンス・ファイ
ルをロードします

USBストレージ・デバイスをシグナ
ル・アナライザのUSBホスト・ポー
トの1つに接続します。

Windowsは新しいハードウェアを検
出し、設定メニューを表示する場合
があります。

シグナル・アナライザは自動的にラ
イセンス・ファイルをロードします。
（これには数分間を要する場合があ
ります）完了すると、Keysightライ 
センス・マネージャが「Successful 
License Installation」というメッセー 
ジを表示します。

http://www.keysight.com/find/xseries_software


 54 

測定器のオペレーティング・システム
新しい測定アプリケーション・ソフトウェアのライセンス契約 - 新規購入後

注記 または、ライセンス・ファイルを、シグナル・アナライザの次のフォルダに置くことにより、
USBまたはLANを使用して、ライセンス・ファイルを手動でインストールすることもできます。 
C:\Program Files\Keysight\licensing

4 インストールを 
検証します

シグナル・アナライザの電源を入れ直
します。

System、Show、Systemの順に押します。

新しいアプリケーションがリストに
表示されることを確認してください。

アプリケーションは、電源をオフオン
するまで使用可能になりません。

このことにより、インストール済み
アプリケーションが表示されます。

更に支援が必要な場合には、Keysight
のサポート・チームにお問い合わせ
ください。

オンライン・アシスタンス：
http://www.keysight.com/find/
assist

インターネットにアクセスできない
場合には、お近くのKeysight 
Technologiesの販売およびサービス・
オフィスにお問い合わせください。
または、米国内の場合は、
1-800-829-4444までご連絡ください。

ステップ アクション 注記

http://www.keysight.com/find/assist
http://www.keysight.com/find/assist
http://www.keysight.com/find/assist
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X-Seriesアナライザ間のライセンスの移管
移管可能ライセンスは、オプション識別子の「TP」の文字で識別できます。
たとえば、N9068A-2TPは、ライセンスが移管可能で永久型であることを表
します。このライセンスを、あるX-Seriesアナライザから別のアナライザに
移管するには、両方の測定器ソフトウェア・リリースを同じとすることを推
奨します。このことは、ユーザが測定器間で同じ経験ができることを保証し
ます。

最低限、移管ライセンスを受け取るアナライザ（「ターゲット測定器」）の測
定器ソフトウェア・リリースは、少なくとも目的のアプリケーションをサ
ポートできることが必要です。

X-Seriesシグナル・アナライザには、移管ライセンスをサポートするいくつ
かの方法があります。以下の手順は、両方のアナライザ共インターネット接
続にアクセスできない場合の、最も一般的な手順に焦点を合わせています。
この手順を実行するには、インターネットに接続されたPCが必要です。

以下を使用します：

— USBフラッシュ・ドライブ

— USBキーボード

— USBマウス

移管可能ライセンスを削除する側のアナライザを「ソース測定器」と呼びま
す。移管可能ライセンスを受け取る側のアナライザを「ターゲット測定器」
と呼びます。
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ライセンスを移管する手順（いずれのアナライザもインターネット
に接続されていない場合）

ステップ アクション 注記

1 各USBデバイスをソー
ス測定器に接続します

USBフラッシュ・ドライブ、USBキー
ボード、USBマウスをソース測定器の
マウス・ポートに接続します。

USBデバイスの接続には、1つまたは
複数のリア・パネルのポートの使用
が必要になります。

2 それぞれのアナライザ
のソフトウェア・バー
ジョンを確認してくだ
さい

それぞれのアナライザで、System、
Show、Systemの順に押し、それぞ
れの測定器ソフトウェア・レビジョン
をメモします。

レビジョンが同じであることが、理想
的です。ただし、少なくとも、両方の
バージョンが、ライセンスを移管しよ
うとするアプリケーションをサポー
トしていなければなりません。

3 ターゲット測定器のホ
ストIDを取得します

ターゲット測定器で、System、
Show、Systemの順に押し、ホスト
IDをメモします。

この情報は、ライセンスをターゲッ
ト測定器用に発行するために必要に
なります。ホストIDは、モデル番号の
後に、カンマとシリアル番号が続い
たものです。

4 ソース測定器でライセ
ンス・マネージャを起
動します

ソース測定器で、System、More、
Licensing…の順に押します。Keysight
ライセンス・マネージャ画面に、イン
ストールされたすべてのライセンス
が完全に表示されるまでに1分間かか
る場合があります。

5 移管可能なライセンス
をソース測定器から移
管します

a. ソース測定器側で、移管するラ
イセンスを検索し、強調表示さ
せます。そのオプション識別子
には「TP」が含まれていること
が必要です。

b. マウスを右クリックし、
Transport...を選択します。

c.［Transport Licenses］ダイアログ・  
ボックスで、Transportをクリッ
クします。

d. Exploreをクリックして、Transport 
Confirmation サブディレクトリの
内容を表示させます。

e. 適切な*.urlファイルをクリック
し、USBフラッシュ・ドライブ
にドラッグします。

固定された永久ライセンスではな
く、移管可能ライセンスが選択され
たことを確認してください。

 
移管確認のため、ファイル名と 
ファイル名の場所が、［Transport 
Confirmation］ダイアログ・ボックス
に表示されます。
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6 新しいライセンスを 
ASL移管Webページから
入手します

a. USBフラッシュ・ドライブを、 
インターネットに接続されたPCに
差し込みます。

b. PCで、USBフラッシュ・ドライブ
から、前のステップで保存された
*.urlファイルを検索し、クリック
します。

c. 数秒後に、ASL移管Webページが表
示されます。New Host IDのフィー
ルドは空白になります。

d. ターゲット測定器のホストID（上
記ステップ3）を、New Host IDと
マークされたフィールドに入力し
ます。

e. Submitをクリックします。

PCはインターネットに接続され、
USBの空きポートがあることが必要
です。 

ほとんどのフィールドは、*.urlファ
イルの情報により埋められます。 

新しいホストIDの入力は慎重に行って
ください。新しいホストIDの入力に間
違いがあると、無効なライセンスが
発行されます。モデル番号とシリア
ル番号の間にカンマがあることを確
認してください。ホストIDにはスペー
スはないはずです。

7 ライセンス・ファイル
をUSBフラッシュ・ド
ライブに保管します

a. ASL移管Webページは、ライセンス・ 
ファイルが使用可能であることを
示し、ライセンス・ファイルへの 
2つのリンクを表示します。ライ 
センス・ファイルを右クリックし、
Save Target As…を選択します。

b. ライセンス・ファイルを、「.lic」ファ
イル拡張子を維持して、USBフラッ
シュ・ドライブのルート・レベル
に保存します。

c.［Save］ダイアログを閉じ、 
ASL移管Webページを終了 
させます。

ライセンス・ファイルの表示または
保存には、どちらのリンクも使用で
きます。 
 

ライセンス・ファイルは、ターゲッ
ト測定器に認識させるために、USBフ
ラッシュ・ドライブのルート・レベ
ルに保存することが必要です。

8 ライセンス・ファイル
をターゲット測定器に
インストールします

a. ターゲット測定器を稼働させ、
USBフラッシュ・ドライブをフロ
ント・パネルのUSBポートの1つに
差し込みます。数分後に、
「Successful License Installation」とい
うメッセージが表示されるはず 
です。

b. ターゲット測定器の電源をを入れ
直します。

c. 測定器が再起動したら、アプリ
ケーションはターゲット測定器で
使用可能になっているはずです。

ターゲット測定器で実行されている
Keysightライセンス・サービスは、USB
デバイスが差し込まれたことを検知
すると、必ず *.lic ファイルを探しま
す。*.licファイルの内容が測定器に適
切であれば、ライセンスは自動的に
インストールされます。

新たにインストールされたライセン
スは、測定器ソフトウェアの実行中
にしか認識されません。

ステップ アクション 注記
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X-Seriesアナライザ間のライセンスの移管

LAN経由のライセンス移管のためのファイヤウォール設定
LAN接続され、ファイヤウォールを通してインターネットに接続された2台
の測定器の間でライセンスを移管しようとする場合には、システム管理者
が、制限された範囲のポート番号にファイヤウォールを通過させることを許
可する必要があるかも知れません。

使用中のファイヤウォールの種類に関係なく、Keysightからの次のツールは
必ず許可してください。

— KeysightLicenseService

— KeysightLicenseManager

— KeysightLicenseNotifier

次のポートは、LAN 経由でライセンスを移管するために Keysight Licensing 
Service、Keysight License Notifier、Keysight License Managerを使用するため    
に必要です。

ポート番号 用途

80 World Wide Web（WWW）、HTTP

4545 Keysight License Service（ALS）。メッセージをALNに送信するため。

4565 Keysight License Notifier（ALN）。メッセージをALSに送信するため。

8000 Keysight License Manager（ALM）。メッセージをALSに送信するため。

8001 Keysight License Service（ALS）。メッセージをALMに送信するため。

8020 Keysight License Manager（ALM）。Keysight Alert Message用。

8050以上 Keysight License Provider、Keysight License Serviceに接続するため。

8070以上 Keysight License Service、Keysight License Providerにコールバックする
ため。
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Windows設定
Windowsの設定は、最高の測定性能が得られるように最適化されています。
これらの設定を変更すると、測定器の性能や測定速度が低下するおそれがあ
ります。一般に、ほとんどのWindowsのシステム設定（通常、Windowsコン
トロール・パネルを使って設定）は変更しないでください。以下に、変更し
ても安全な設定を示します。

注意 Windowsのシステム設定を変更したことにより生じた問題から回復するには、
装置回復プロセスを使用してWindowsシステムと測定器アプリケーションを
再インストールする必要があります。

変更できる設定
個人的な好みに適合させるため、（Windowsコントロール・パネルから使用
可能な）以下のWindows設定または管理タスクを変更できます。測定器の設
定にどのような変更を行った場合も、測定器回復を実行し、設定がリセット
された場合に備えて、文書に記録しておくことを推奨します。

注記  このような操作の一部は、管理者権限がないと実行できません。

使用する機能 実行する作業

Microsoft Windows自動更新の設定 

Microsoftは、常に最新の重要なWindowsの更新プログラムを入手
して、測定器のWindowsオペレーティング・システムが確実に
保護されるようにすることを推奨しています。測定器にイン
ターネット・アクセスが可能であれば、測定器のデフォルト設
定では、重要なWindows更新プログラムを自動的にチェックし
てユーザーに通知します。

Microsoft自動更新の設定を変更できます。自動更新を行わないよ
うに選択することができます。ただし、これを行った場合は、
Windowsを定期的に手作業で更新することが必要になります。 
Internet Explorerにアクセスして、ツール・メニューからWindows
Updateを選択して行います。

ウィルス対策プログラムのインストールと設定 
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新しいユーザ・アカウントのセットアップ

注意 「KeysightOnly」ユーザ・アカウントを削除／
変更しないでください。これを行うと、
Keysightが測定器のサービスを行えなくなる
場合があります。

測定器のネットワークへの追加

プリンタのインストールと設定 

時刻と日付の設定 

［Advanced System Settings］をクリックすると、［System Properties］   
という名前のダイアログが開きます。このダイアログには、
［Advanced］タブがあり、数々の設定オプションがあるダイアロ
グを開きます。その中の1つが［Performance］で、［Performance］
の下にある［Settings］ボタンをクリックすると、数々の設定オ
プションがある別のダイアログが表示されます。デフォルト
は、「Let Windows choose what’s best for my computer（コンピュータ       
に応じて最適なものを自動的に選択する）」です。「Adjust for best  
performance（パフォーマンスを優先する）」を選択することも
できます。

他の選択は、変更しないままとしてください。

使用する機能 実行する作業
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変更してはいけない設定
以下に述べる設定（Windowsのコントロール・パネルから実行可能）は変更
しないでください。これらの設定を変更すると、測定器の性能、画面表示の
質、測定速度が低下する可能性があります。

さらに、以下を行わないでください。

— ディスク・ドライブのパーティションの追加、削除、変更

— Keysightレジストリ・エントリの削除または変更

— 名前に「Keysight」を含むディレクトリの中身の変更

— IISサーバの停止

— 測定器で設定されていた仮想ディレクトリ（またはそのコンテンツ）の
改ざん

使用してはいけない機能 実行する作業

電源オプションを変更しないでください 

［Advanced System Settings］をクリックすると、［System Properties］と   
いう名前のダイアログが開きます。

このダイアログには［Hardware］という名前のタブがあります。
［Hardware］タブの下の何れの設定も変更しないでください。

また、このダイアログには［Advanced］という名前のタブもあり
ます。［Advanced］タブの下の設定は、上記の変更できる設定で説
明されたものを除いて、何れの設定も変更しないでください。

インストールされているフォントを削除しないでください。

以下の画面設定を変更しないでください。

— スクリーン・セーバー設定（［Personalization］の下）

— 画面解像度、1024×768（［Adjust Resolution］の下）

— DPI設定（［Set custom text size］の下）

［Region and Language］の下の設定は変更しないでください。測定  
器のキーボードやディスプレイが適正に機能しなくなる場合が
あります。

「KeysightOnly」ユーザ・アカウントを削除／変更しないでください。
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— 以下のライブラリ、インタフェース、プログラムのアンインストール

— I/Oライブラリ

— .NET Framework、または.NET Framework用のHotfixやService Pack

—「Microsoft Visual J# .NET Redistributable Package 1.1」

—「Keysight」で始まるプログラム 

— Adobe Acrobat Reader

— 変更：

— Connection ExpertまたはI/O Configに設定済みInstrument I/Oとして   
表示されたI/Oライブラリ「GPIB27」、「GPIB28」インタフェース
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自動再生/自動実行
Windows XPの導入以来、自動再生（自動実行と呼ばれる場合もあります）は、 
新しいメディアやデバイスが検出された場合にユーザがアクションを適切
に選択することを支援する機能に、関連付けられるようになりました。自動
再生 /自動実行機能は、管理者アカウントが実行されていない限り、セキュ
リティを向上させるために、測定器ではオフにされています。

自動再生/自動実行を再度有効にする場合は、コントロール・パネルで 
自動再生機能を使用することができます。ただし、これを行うと、USBフ
ラッシュ・ドライブなどのポータブル・メディアからのウィルス攻撃に曝
され易くなることに注意してください。
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プリンタの設定

プリンタの設定
プリンタの設定にはMicrosoft Windowsコントロール・パネルを使用します。 
コントロール・パネルには、Windowsのスタート・メニューまたはフロン
ト・パネルのSystemキーからすぐにアクセスできます。このセットアップ・
プロセスの実行は、USBマウスと外部キーボードを使用すると簡単です。マ
ウスがない場合は、フロント・パネルのキーを使用して行うことができます。
「マウスがない場合のWindowsの移動」（80ページ）を参照してください。

新しいプリンタをセットアップする場合、プリンタ・ドライバをロードする
必要があります（ネットワーク・プリンタを使用している場合は、社内IT部
門により、ドライバが含まれるようセットアップされています）。プリンタ
のメーカがドライバ・ソフトウェアとプロセスを提供します。これには、外
部USBディスク・ドライブの接続が必要な場合があります。測定器をLANに
接続し、プリンタ・メーカのインターネット・サイトからドライバをダウン
ロードする方法もあります。



 65

測定器のオペレーティング・システム
LANの設定

LANの設定

ホスト名
コンピュータ名またはホスト名は、工場で設定済みです。LAN上の他の機器
と衝突しないように一意の名前にする必要があります。設定済みのコン
ピュータ名はA-N90yyA-xxxxxです。この中でxxxxxは測定器シリアル番号の
最後の5桁です。yyは、MXAの場合は20、EXAの場合は10、PXAの場合は30です。

コンピュータ名を変更するには、Windowsヘルプとサポート・センターを参
照してください。

IPアドレスとゲートウェイ
測定器は、DHCP経由で IPアドレスを取得するよう設定済みです。必要なら
ば、IPアドレスとゲートウェイを変更することができます。Windowsヘルプ
とサポート・センターに、LAN設定方法の説明があります。
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ネットワーク共有フォルダへの接続
測定器には、標準Windowsネットワーク機能が含まれています。認証に要す
る時間は、LAN のインフラストラクチャ次第です。アクセスが必要な共有
フォルダにネットワーク・ドライブを割り当てることによって、性能を改善
できる場合があります。

ネットワーク・ドライブを割り当てるには、スタート・アイコン をク
リックし、Computerを右クリックします。

［Map Network Drive］ウィンドウが表示されたら、適切なフォルダを参照し、  
両方のチェック・ボックスを選択してFinishをクリックします。

注記 Windows 7では、認証の進行を視覚的に示すものはありません。



 67

測定器のオペレーティング・システム
Windowsセキュリティ

Windowsセキュリティ
Microsoftでは、測定器のWindowsオペレーティング・システムを保護するた
め、以下を推奨しています。

— インターネット・ファイアウォールの使用

— 最新の重要なWindowsの更新の取得

— 最新ウィルス対策ソフトウェアの使用

Windowsファイアウォール

測定器は、Windowsファイアウォールを有効にした状態で出荷されています。
Windowsファイヤウォールのステータスは、コントロール・パネルを開き、 
System and Security - Windows Firewallをクリックすることにより確認するこ     
とができます。

測定器がネットワークで正しく動作できるように、プログラムとポートに対
するWindowsファイアウォールの例外が追加されています。これらの設定を
変更すると、測定器が正しく動作しないおそれがあります。

自動更新
Microsoftは、常に最新の重要なWindowsの更新プログラムを入手して、測定
器のWindowsオペレーティング・システムが確実に保護されるようにするこ
とを推奨しています。測定器にインターネット・アクセスが可能であれば、
測定器のデフォルト設定では、重要なWindows更新プログラムを自動的に
チェックしてユーザーに通知します。

Microsoft自動更新の設定を変更できます。自動更新を行わないように選択す
ることができます。ただし、これを行った場合は、Windowsを定期的に手作
業で更新することが必要になります。Internet Explorerにアクセスして、ツー 
ル・メニューからWindows Updateを選択して行います。

注記 Windows Updateのダウンロードとインストールは、ネットワークとCPUを 
集中的に使用します（測定器の性能に影響を与えます）。Windows Updateに 
より、測定器が自動的にリブートされる場合があります。測定器が通常使用
の状態でないときにWindows Updateを実行することを推奨します。
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ウィルス防護
測定器にはウィルス対策ソフトが付属していません。推奨ウィルス対策ソフ
トに関する情報は、PXA、MXA、EXAまたはCXAのWebサイトをご覧ください：

http://www.keysight.com/find/pxa

http://www.keysight.com/find/mxa

http://www.keysight.com/find/exa

http://www.keysight.com/find/cxa
 
テクニカル・サポートの下でよくある質問をクリックしてください。

注記 ヴィールス対策ソフトをインストールすると、測定器の性能にいくらか影響
があります。

スパイウェア防護
測定器にスパイウェア対策ソフトはインストールされていません。このこと
は、測定器をインターネットのブラウズに多用しなければ、問題になりませ
ん。測定器にスパイウェアをインストールすると、測定器の性能に影響を与
えるおそれがあります。

http://www.agilent.com/find/mxa
http://www.agilent.com/find/mxa
http://www.agilent.com/find/mxa
http://www.keysight.com/find/pxa
http://www.keysight.com/find/mxa
http://www.keysight.com/findexa
http://www.keysight.com/find/cxa
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システム保守

バックアップ
定期的なバックアップ対策の使用を推奨します。社内IT部門で、測定器とデー
タに適したバックアップ対策がすでにとられている可能性があります。測定
器回復システムを定期的なバックアップ対策と併用すると、測定器データの
完全な回復が可能になります。

Windowsには、ディスク・ドライブの故障時にファイルとフォルダのアーカ
イブに使用できるバックアップ・ユーティリティが備わっています。この
ユーティリティの詳細については、Windowsヘルプとサポート・センターを
参照してください。サードパーティのバックアップ・ユーティリティを使用
することもできます。ただし、このサードパーティ・ソフトウェアが測定器
のシステム・ソフトウェアと互換性があることを確認する必要があります。
詳細については「ソフトウェアのカスタマ・インストール」（48ページ）を
参照してください。

バックアップを実行する際には、ネットワークまたは測定器のUSBコネクタ
に接続された外部ストレージ・デバイスにデータをバックアップすることを
推奨します。また、バックアップは、測定器の全体の性能に影響を与えるお
それがあるため、測定器を通常の操作に使用していないときに実行します。

システムの復元
Windowsには、システムを前の時間ポイントまで復元する機能が含まれてい
ます。システムの復元は、Microsoftが提供するデフォルト設定で有効になり
ます。ただし、システムの復元は、必ずしもが 100%成功するとは限りませ
ん。このため、システム復元を測定器の保護用として信頼することは推奨さ
れません。システムの復元に対しては、復元の成功を検証するテストが行わ
れていません。

ディスク・デフラグ
時間の経過と共に測定器のディスクはフラグメント化されます。Windowsに
は、ディスクのデフラグに使用できるディスク・デフラグ・ユーティリティ
があります。このユーティリティの詳細については、Windowsヘルプとサ
ポート・センターを参照してください。

注記 ディスク・デフラグの実行は、シグナル・アナライザのアプリケーションが
動作していないときに行う必要があります。ディスク・デフラグの進行中、
測定スループットが大きく影響を受けます。シグナル・アナライザのアプリ
ケーションを停止するには、File、Exitを押します。アプリケーションを再起
動させるには、デスクトップでアプリケーションのアイコンをダブルクリッ
クします。
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USB接続
すべてのUSBポートは、USB 2.0および1.1仕様と互換性があります。フロン 
ト・パネルの2個のUSBポート（下の図を参照）とリア・パネルの4個のUSB
ポートが、USB Series「A」ポートです。これらのポートに、USBマス・スト 
レージ・デバイスとプリンタを接続できます。測定器のUSBホスト・サポー
トには、ヒューマン・インタフェース・デバイス、マス・ストレージ・デバ
イス、印刷デバイス、スキャン／イメージング・デバイス用の標準Microsoft
Windows USBドライバが含まれています。Windows USBクラス・ドライバの  
サポートの詳細な最新リストは、MicrosoftのWebサイトで入手できます。

リア・パネルの四角のUSBポート（下の図を参照）は、USB Series 「B」ポー  
トで、USB経由での測定器の制御に使用されます。測定器のプログラミング
に役立つ情報が、『X-Series Programmer’s Guide』に記載されています。測定  
器ソフトウェアに含まれる測定器USBデバイス・ドライバは、電子計測業界
標準USBTMC-USB488デバイス・クラスをサポートします。

さらに、測定器に付属の IO Libraries CDに、USBポートに接続されたその他  
の測定器を制御できるUSBホスト・ドライバが含まれています。

サードパーティからの追加 USBドライバを測定器にインストールした場合、
Keysight Technologiesは測定器の正しい動作をサポート／保証しません。追 
加ドライバにより正常なUSB動作が中断するおそれがあります。USB動作が
中断した場合、回復のため、測定器回復プロセスを使用した測定器アプリ
ケーションの再インストールが必要となります。

USB

USBUSB Series B



 71

測定器のオペレーティング・システム
ディスク・ドライブの分割と使用

ディスク・ドライブの分割と使用
ドライブは3つのセクションにパーティション分割されています。C:、D:、E:

— C:パーティションには、Windows 7オペレーティング・システムとKeysight 
がインストールしたソフトウェアが格納されています。これは、オープン・
システムです。すなわち、追加ソフトウェアをインストールできます。追
加ソフトウェアはC:ドライブにインストールします。ただし、Keysight測
定ソフトウェアとの併用について、テスト済みのソフトウェア・アプリ
ケーションは限定されています。その他のソフトウェアのインストール
や使用については保証されません。測定ソフトウェアの動作を阻害する
おそれがあります。測定器の修理が必要になった場合、Keysightバージョン
のC:ドライブが、測定器回復プロセスによって復元される測定器ソフト
ウェアの唯一の部分です。測定器に追加したその他のソフトウェアを
ロードし直す必要があります。

— D:パーティションはデータ・ストレージ用に確保されています。Keysight
によって設定されたユーザ・アカウントには、それぞれD:ドライブに割り
当てられたMy Documentsフォルダがあります。これにより、測定データ 
のバックアップが容易になります。D:ドライブのデータは、常に外部デバ
イスにバックアップしておきます。こうすれば、ドライブの交換が必要
になった場合にデータを復元できます。

— E:パーティションはKeysight用に確保されています。E:ドライブの主要な
使用目的は、校正データとアライメント・データの格納です。このドラ
イブのファイルを変更／上書きしないでください。測定器が仕様に適合
しなくなるばかりでなく、正しく機能しなくなる可能性もあります。こ
のドライブをデータ・ストレージに使用しないでください。このドライ
ブの中身も、工場校正データ・バックアップ・ユーティリティを使用し
てバックアップすることを推奨します。

工場校正データのバックアップ
工場校正データをバックアップするには、USBマウスとストレージ・デバイ
スが必要になります。以下のステップに従ってください。

ステップ 注記

1 マウスを測定器のUSBポートの 
1つに接続します

2 USBメモリ・デバイスを測定器の
USBポートの1つに接続します
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3 System、Alignments、Backup 
or Restore Align Data...の順に押
します

［Alignment Data］ウィザードが開きます。

4 画面の説明に従って、校正デー
タをUSBドライブにバックアップ
し、ファイルを保存してくだ 
さい

ステップ 注記
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ディスク・ドライブ回復プロセス
測定器回復システムは、測定器のC:ドライブ・パーティションのエラーの修
復、またはディスク・ドライブ上のシステム・ソフトウェアの元の工場設定
の復元に使用できます。測定器回復システムは、別個の非表示ディスク・ド
ライブ・パーティションにストアされています。

ディスク・ドライブでエラーを修復すると、データやファイルが失われる可
能性があります。更に詳しい情報が必要な場合は、Windowsヘルプおよびサ
ポート・センターの「chkdsk」文書を参照してください。

元の工場システム・ソフトウェアを復元しても、以下のアイテムは復元され
ません。

— 測定器が工場から出荷された後にインストールされた追加ソフトウェ
ア。（このため、測定器回復に続いて、測定器の出荷後にインストールさ
れた、すべてのソフトウェアを再インストールすることが必要です。）

— 測定器が工場から出荷された後行われたシステム設定（例えば、ユーザ・
アカウント、ウィンドウの設定、など）。（このため、測定器回復に続い
て設定変更を実行します。）

— 測定器回復は、C:パーティションの内容を上書きします。D:またはE:パー
ティションには影響はありません。

お客様には、定期的なバックアップ対策を使用することをお奨めします。お
客様の社内IT部門で、測定器とデータに適したバックアップ対策がすでにと
られている可能性があります。測定器回復システムを定期的なバックアップ
対策と併用することにより、お客様が、測定器ソフトウェアとデータを完全
に回復することが可能になります。
表 3-1 回復プロセス

ステップ 注記

1 測定器がオフになっていること
を確認します。



 74 

測定器のオペレーティング・システム
ディスク・ドライブ回復プロセス

2 測定器をオンにします。

— 下向き矢印キーを押して強調表示
をInstrument Recovery Systemに移  
動し、Enterを押します。

次のKeysight Technologies画面が表示され 
ます。

この画面は、約5秒間表示されます。

3 測定器回復システムが起動した
ら、画面の指示に従ってC:ドライ
ブのイメージ回復操作を実行し
ます。

— 2を押し、次にEnterを押して回復を
選択します。

4 警告メッセージが表示されます。

— Enterを押して、回復を開始させま
す。完了まで最大25分間かかる場合
があります。

表 3-1 回復プロセス

ステップ 注記
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注記 システムをより最新に近い作業ステートに完全に回復するには、追加の回復
ステップが必要です。これには、ユーザ独自の測定器情報バックアップの復
元、または、アプリケーションとデータの再インストールとシステムのカス
タマイズ実行が含まれる可能性があります。

5 回復のこの部分が完了したら、
Enterを押して終了させ、測定器
を再起動します。

表 3-1 回復プロセス

ステップ 注記
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ソフトウェアの更新
次の2つのプロセスから1つを選択します。

— ソフトウェアの最新バージョンをインストールするには、次のWebサイ
トで、ソフトウェアとインストールの説明を入手できます。 
http://www.keysight.com/find/xseries_software

— 回復させたソフトウェア・バージョンを再インストールするには、次の
プロセスに従ってください。

以下のステップは、測定器のさまざまなプログラマブル・ゲート・アレイに
常駐するプログラム・コードを、復元されたシステム・ソフトウェアに強制
的に同期させます。
表 3-2 ソフトウェアのインストール

ステップ 注記

1 デフォルト・ユーザ（測定器）からログア
ウトします。

— Start、Log Off、Log Offの順に選択します。

2 ログインのプロンプトが表示されたら、 
以下を入力します：

— ユーザ名：administrator

— パスワード：Keysight4u!

3 C:ドライブに移動します。

— Start、My Computer、C:Driveをクリック
し、Tempフォルダを開きます。

4 次のソフトウェア・インストーラ・プログ
ラムを検索します。
「XSA_Installer_A.XX.XX.exe」また
は「MXA_Installer_A.XX.XX.exe」。

5 installer.exeをダブルクリックします。 インストーラが起動するまで
に、1分ないし2分かかる場合
があります。

6 解凍プロセスを示すウィンドウが表示され
ます。

解凍画面では、短い時間、何
らの処理も表示されない場合
もあります。デスクトップが、
短時間表示される場合もあり
ます。

7 画面上のプロンプトに従って、インストー
ルを続行してください。

http://www.keysight.com/find/xseries_software
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測定器ソフトウェアのより新しいバージョンが、次のWebサイトから入手可
能です。http://www.keysight.com/find/xseries_software

注記 システムをより最新に近い作業ステートに完全に回復するには、追加の回復
ステップが必要です。これには、アプリケーションとデータの再インストー
ル、システムのカスタマイズの実行を含めた、ユーザ独自の測定器設定バッ
クアップの復元が含まれます。

警告 次の「Programming FPGAs...Do NOT turn off    
power to the instrument」というメッセージが表   
示されたら、それに従ってください。この間いかなる
理由によっても測定器の電源をオフにしないでくださ
い。このプロセスが中断されると、ほとんどの場合、測
定器をKeysightのサービス・センターに返送し、使用可
能にするための修理が必要となります。

注記 このインストール・プロセスは最大45分間かかります。測定器の電源を
オフにしてはなりません。重大な故障が発生します。何らかのポップ
アップ・ウィンドウが表示されたら、OKまたはIgnoreをクリックして
続行します。

8 インストールが終了したら、Yes, I want to 
restart my computer now、Finishを選択し
ます。

9 測定器が再起動したら、新たにインストー
ルした、X-Series測定器ソフトウェアが実行
されます。

表 3-2 ソフトウェアのインストール

ステップ 注記

http://www.agilent.com/find/Xseries_software.
http://www.agilent.com/find/Xseries_software.
http://www.agilent.com/find/Xseries_software.
http://www.agilent.com/find/xseries_software.
http://www.agilent.com/find/xseries_software.
http://www.keysight.com/find/xseries_software.
http://www.agilent.com/find/xseries_software
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Keysight X-Seriesシグナル・アナライザ
PXA N9030A、MXA N9020A、EXA N9010A、および、CXA N9000A 

入門ガイド

4 Windowsツールの使用

注記 このセクションで説明される機能は、Microsoft Windows 7の機能です。以下  
の説明は、これらの機能を測定器で使用するための指針を示しています。詳
細については、Windows 7のヘルプ・ドキュメントを参照してください。ご 
使用のバージョンのWindowsがこれらの指示に対応していない場合もあり
ます。

これらの機能をフルに活用するには、外部キーボードとマウスが必要です。

「マウスがない場合のWindowsの移動」（80ページ）

「リモート・デスクトップ：X-Seriesシグナル・アナライザをリモート使用
する」（84ページ）

「内蔵Webサーバ：X-Seriesシグナル・アナライザをリモート使用する」
（99ページ）

「表示およびウィンドウのキャプチャ /プリント」（110ページ）

「Windowsのショートカットおよびその他のタスク」（111ページ）
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マウスがない場合のWindowsの移動

キーを押す 操作

Esc Windowsダイアログ・ボックスを終了し、閉じます（アプリケーション・
ウィンドウは終了しません）。

Enter 現在の「デフォルト動作」を実行します。メニュー項目またはボタンが
現在強調表示されている場合、Enterキーがそのメニュー項目またはボタン
をアクティブにします。

Alt アクティブなウィンドウのプルダウン・メニュー・バーにフォーカス／
コントロールを移動します。

右向き矢印 プルダウン・メニューでは、1つ右のメニューを開くか、サブメニュー
を開きます。

ダイアログ・ボックスでは、1つのオプション・ボタンを選択します。

左向き矢印 プルダウン・メニューでは、1つ左のメニューを開くか、サブメニュー
を開きます。

ダイアログ・ボックスでは、1つのオプション・ボタンを選択します。

上向き矢印 プルダウン・メニューでは、メニューの1つ上にある選択に移動します。

ダイアログ・ボックスでは、1つのオプション・ボタンを選択します。

下向き矢印 プルダウン・メニューでは、メニューの1つ下にある選択に移動します。

ダイアログ・ボックスでは、1つのオプション・ボタンを選択します。

Tab ダイアログ・ボックスでは、次／前のフィールドに移動します。

Del 現在選択されているアイテムを削除します。

Alt + Tab 次／前のアプリケーション間を切り替えます。

Alt + Enter 現在選択されているアイテムのプロパティを表示します。

Alt + Esc アイテムを、開いた順番で巡回します。

Backspace マイ・コンピュータまたはWindows Explorerでは、1つ上のレベルに移動 
します。

Internet Explorerでは、BACK矢印キーと同様に機能します。

Ctrl + 左向き矢印 一度に1ワードづつ左に移動します。

Ctrl + 右向き矢印 一度に1ワードづつ右に移動します。

Ctrl + Tab ダイアログ・ボックスでは、次／前のタブ位置に移動します。

Alt + Space 現在アクティブのウィンドウのウィンドウ制御メニューを開きます。
ウィンドウの最小化、最大化、移動、復元（サイズ変更）が可能です。

Ctrl + Esc Windowsのスタート・メニューを開きます。

Ctrl + Alt + Delete ウィンドウが開き、Windowsタスク・マネージャの選択が可能になります。
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表 4-1 対話型ヘルプ・システムをマウスなしで使用する

任意のメニューのヘルプ・ウィンドウを開く 
方法

目的のメニューを選択し、フロント・パネルの緑
のHelｐキーを押します。

ナビゲーションとトピック・ペインのフォーカ
スを切り替える方法。

次のウィンドウキー
を押します

ナビゲーション・ペインで トピック・ペインで

トピック・リストを上または下
にスクロールするには、上向き
または下向き矢印キーを押し 
ます。

上または下にスクロール
するには、上向きまたは
下向き矢印キーを押し 
ます。

選択されたトピックのツリーを
展開または折り畳むには、右向
きまたは左向き矢印キーを押し
ます。

次または前のページ 
に移動するには、 
Tabキーを使用して 
右向き、または、 
左向きポインター・
ボタン（トピック・ペ
イン）を選択します 
Enterを押します。

選択したトピックを表示させる
には、Enterキーを押します。

水平または垂直にスクロー
ルするには、Ctrl+左向き、
右向き、上向き、 
または、 下向き矢印キー 
を押します。

前に戻る、または、 
先に進むには、 Alt+左
向きまたは右向き矢
印キーを押します。

タブを切り替えるには、 
Ctrl+Tabキーを押し 
ます。

ヘルプ・ウィンドウを閉じるには、 
Cancel (Esc)キーを押します。

 

 

ナビゲーション・タブ ナビゲーション
ペイン

トピック
ペイン ウィンドウ

ヘルプ

ソフトキーは

そのキーのヘル 
プを開きます。）

です（ソフト・
表示されたまま

キーを押して、
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表 4-2 マウスがない場合の Acrobat（PDF）の移動

Acrobat（PDF）文書を開くと、Adobe Readerウィンドウに、下のように表示されます。

ナビゲーション・ペインで ドキュメント・ペインで

次または前のブックマークに移
動するには、上向きまたは下向
き矢印キーを押します。

上または下にスクロールするには、 
上向きまたは下向き矢印キーを押
します。

選択したブックマークを展開また
は折り畳むには、右向きまたは
左向き矢印キーを押します。

拡大または縮小するには、 
Alt+左向きまたは右向き矢
印キーを押します。

選択したブックマークの内容を 
表示するには、Enterキーを押し
ます。

ズーム操作を使用して、

a) ページをウィンドウに合わせる： 
Ctrl + 0キーを押します

b) ページの実際のサイズに合わせる： 
Ctrl + 1キーを押します

c) ページを幅に合わせる： 
Ctrl + 2キーを押します

d) 表示オブジェクトに合わせる： 
Ctrl + 3キーを押します

タブを切り替えるに
は、Ctrl+Tabキーを押
します。

ナビゲーション
ペイン

ドキュメント
ペイン

ナビゲー
ション ペイン
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サムネイルを選択して、 ページを
表示するには（ページ・タブか
ら）、 左向き/右向き/上向き/下
向きキーを押し、次に、 Enterを
押して選択したページを表示させ
ます。

特定のページに移動するには、 
次のウィンドウキーを押して、
Go to Pageダイアログを開き、 
テンキーを使用してページ番号を
入力してEnterキーを押します。

ドキュメント全体または一部をプリントするには、［Print］キーを押して、
Adobe Readerプリント・ダイアログを開き、 次に［Tab］キーを使用してオプ
ションを設定し、［OK］を選択してプリントします。

Adobe Readerを終了するには、 
Alt + Selectキーを押して［File］メニューを開きます。 
下向き矢印を使用してExitを選択し、次にEnterを押します。

ナビゲーション・ペインで ドキュメント・ペインで
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リモート・デスクトップ：X-Seriesシグナル・アナライザをリモー
ト使用する

Windowsのリモート・デスクトップは、測定器のリモート制御を対象として
います。すべて対話形式で制御するので、測定器を直接制御するのとほぼ同
じです。内蔵Webサーバのインタフェースを使用して、測定器をリモート制
御することも可能です。内蔵Webサーバ機能は、測定器へのログインを必要
としない通信方法を提供します。ただし、応答時間が低速になるため、測
定器の制御を必要としないセットアップやデータ交換だけに使用してくだ
さい。

注記 リモート・デスクトップと内蔵Webサーバは同時には実行できません。

注記 リモート・デスクトップ機能は、Microsoft Windows 7の機能の1つです。以  
下の説明は、これらの機能を測定器で使用するための指針を示しています。
詳細については、Windows 7のヘルプ・ドキュメントを参照してください。 
Windowsの進化に伴って、これらの指示が的確でなくなっている場合もあり
ます。

この機能をフルに活用するには、外部キーボードとマウスが必要です。

リモート・デスクトップ操作の概要
測定器のリモート・デスクトップ機能を使用することにより、測定器の前に
座っているかのように、リモート・コンピュータから測定器を制御したり、
測定器と対話することができます。

測定器をリモート接続用に設定し、別のコンピュータをリモート・デスク
トップ・ホストとして機能するように設定すれば、リモート・コンピュータ
から測定器にコマンドを送信して、リモート・コンピュータの画面上に測定
器の画面を表示することができます。

このセクションでは、リモート接続用の測定器の設定方法を詳細に説明しま
す。さらに、任意のバージョンのMicrosoft Windowsをリモート・デスクトッ 
プ・ホストとして実行するコンピュータのセットアップ方法についても説明
します。
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リモート・デスクトップ操作のセットアップ

測定器のセットアップ
測定器をリモート・デスクトップ接続によって制御可能にするには、リモー
ト・コンピュータからの接続を許可するように設定する必要があります。

図4-2  リモート・デスクトップ操作の基本的なセットアップ

注記 この操作を実行するには、測定器に対する管理者レベルのアクセス権が必要
です。

表4-3 リモート・デスクトップ接続のセットアップ

ステップ アクション

1. 測定器側でWindowsコントロール・
パネルを開きます

— 測定アプリケーションから、
System、Control Panelを 
開きます。

2. システム機能を選択します — ［Adjust your computers settings］ 
メニューから、Systemをクリック
します。

3. リモート設定にアクセスします — コントロール・パネルのホームウィン
ドウから、Remote settingsを選択 
します

4. リモート・オプションを選択します — ［Remote Desktop］セクションの
［Remote］タブで、適切なチェック
ボックスをクリックします。

5. ユーザを追加するには — Select Users、Addをクリックし 
ます。

6. 画面の説明に従ってください。
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リモート・コンピュータのセットアップ
セットアップするリモート・コンピュータがWindows 7を実行しているか、
別のバージョンのMicrosoft Windowsを実行しているかによって、手順は異
なります。

Windows 7を実行するリモート・コンピュータ

Windows 7にはリモート・デスクトップ接続クライアント・ソフトウェアが 
含まれているので、追加のセットアップは不要です。

別のバージョンのWindowsを実行するリモート・コンピュータ

任意のバージョンのWindowsを使用して、リモート・デスクトップ接続用の
クライアント・ソフトウェアをインストール／実行することができます。た
だし、クライアント・ソフトウェアが含まれているWindowsのインストール
CD-ROMを用意する必要があります。

注記 以下の手順は、Microsoft社が提供するソフトウェアと関連があります。
Keysightは、当該ソフトウェアの操作に関しては保証しません。以下に説明
する手順は、将来、Microsoft社によって変更される場合があります。

表4-4 クライアント・ソフトウェアのインストール

ステップ 注記

1. ようこそ画面が表示されたら、追加
のタスクを実行するをクリックし 
ます。

2. 実行する操作の選択画面から、リ
モート・デスクトップ接続をセッ
トアップするをクリックします。

リモート・デスクトップ接続
InstallShieldウィザードが表示され 
ます。

3. 次へをクリックします。  ウィザードに表示される画面の説明
に従ってください。

4. インストールされたソフトウェアにア
クセスするには、次の順番でクリック
します： 
スタート> すべてのプログラム > ア
クセサリ > 通信 > リモートデスク
トップ接続。
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測定器のコンピュータ名の検索方法
リモート・コンピュータを測定器に接続するには、コンピュータ名が必要で
す。コンピュータ名は、次のように表示させることができます。

リモート・デスクトップ・セッションの実行

リモート・デスクトップ・セッションの初期化

注記 リモート・デスクトップ・セッションを初期化するには、測定器のコンピュー
タ名が必要です。コンピュータ名を測定器の画面上に表示するには、「測定器
のコンピュータ名の検索方法」（87ページ）のセクションの手順に従います。

「リモート・デスクトップ操作のセットアップ」（85ページ）の説明に従って
測定器とリモート・コンピュータをリモート・デスクトップ接続用にセット
アップしたら、いつでもリモート・デスクトップ・セッションを開始できます。

表4-5 Keysightのアプリケーションから名前を検索

ステップ 注記

測定器のフロント・パネルの System、
Show、Systemを押します。

さまざまなパラメータをリストする
ページが表示されます。この測定器の
コンピュータ名は、「Computer Name」の 
タイトルの横のリストに表示されます。

表4-6 Windowsデスクトップから名前を検索（マウス使用）

ステップ 注記

1. スタート、コントロール・パネル
をクリックします。

2. システムをダブルクリックします コンピュータ名は、コンピュータ名、
ドメイン、ワークグループ設定セク
ションにリストされます。
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注記 測定器にリモート・ログインできるのは、現在のユーザまたは管理者だけで
す。測定器の現在のユーザを確認するには、スタート・メニューに現在の
ユーザ名が表示されるまで、測定器のCtrl+Escを押します。測定器に現在ロ
グインしているユーザがいない場合は、測定器の正規ユーザであればリモー
ト・ログインできます。

リモート・コンピュータの画面上に測定器の画面が表示されます。測定器を
リモートで使用している場合は測定器のフロント・パネル・キーを使用でき
ないので、フロント・パネル・キーの機能を実行する別の3つの代替方法を
使用します。以降のセクションで詳細に説明します。

—「リモート・デスクトップ操作のメニューにアクセス」（93ページ）

—「リモート・デスクトップ操作のキーコード・コマンド」（94ページ）

—「仮想フロント・パネル」（98ページ）

表4-7 セッションの開始

ステップ 注記

1. スタート > すべてのプログラム > 
アクセサリ > 通信> リモートデスク
トップ接続をクリックします。

リモート・デスクトップ接続ダイアログが
表示されます。

2. 測定器のコンピュータ名を入力します。

3. 接続をクリックします。 ログイン・ダイアログ・ボックスが表示さ
れます。

4. ログイン・アカウント名とパスワード
を入力します。

デフォルトのアカウント名は Instrument、
デフォルトのパスワードはmeasure4uで
すが、これらのパラメータは測定器のユー
ザが変更することができます。
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表4-8 リモート・デスクトップのオプションの設定

ステップ 注記

1.［リモート・デスクトップ接続］
メニューで、オプションをク
リックします。

オプション・ダイアログにはタブがいくつか
あります。通常は、デフォルト設定であれば
問題ありません。

2. 全般の下で、コンピュータ名、
ユーザ名、ドメイン名が正しく
設定されていることを確認し
ます。

パスワードを保存するボックスにチェック
を付けて、パスワードを入力し、その後のセッ
ション用に保存することもできます。
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3. 表示タブをクリックします。

— リモート・デスクトッ
プのサイズの下で、表
示する測定器の画面の
ウィンドウ・サイズを選
択することができます。
1024×768 ピクセルより
小さいサイズは選択し
ないでください。 
1024×768 より小さいリ
モート・デスクトップ・
サイズを選択すると、測
定器の画面がフル表示
されません。このような
場合には、スクロール・
バーが表示されないの
で、画面の一部にアクセ
スできなくなります。

— 画面の色の下で、16ビッ
トに設定します。色の解
像度がより高いリモー
ト・デスクトップ（たと
えば、32ビット）を使用
すると、透明が有効にな
るため、Windows に表示
される外観は、測定器の
ディスプレイに表示さ
れる外観とは異なる場
合があります。

表4-8 リモート・デスクトップのオプションの設定

ステップ 注記
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4. ローカル・リソースタブをク
リックします。

— ディスク・ドライブ 
チェックボックスを選 
択すると、リモート・デ
スクトップとローカル
PCの間の、データ転送が
可能になります。

— データを転送するには、
リモート・コンピュータ
のタスク・バーでスター
トをクリックし、次にマ
イ・コンピュータをク
リックします。リモー 
ト・コンピュータでE
xplorerが開き、リモート・
コンピュータとローカ
ル・コンピュータの両方
のドライブを表示しま
す。これで、2 つのディ
スク・ドライブの間でコ
ピー・アンド・ペースト
が可能になります。

表4-8 リモート・デスクトップのオプションの設定

ステップ 注記
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5. エクスペリエンスタブをク
リックします。

リモート・デスクトップ・セッションのパ
フォーマンスを最適化するには、ドロップダ
ウン・リストから適切な接続フォーマットを
選択します。

表4-8 リモート・デスクトップのオプションの設定

ステップ 注記
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リモート・デスクトップ操作のメニューにアクセス
マウスを使用して、アプリケーション表示ウィンドウを右クリックし、フロン
ト・パネル・キーの代替として使用できる、以下のリモート・デスクトッ
プ・メニューにアクセスします。

メニューの各選択項目の機能は通常、対応するフロント・パネルー・キーの
機能と同じです。以下に、追加機能をリストします。

Exit - この項目を選択すると、アプリケーション・ソフトウェアが終了し  
ます。

Utility > Page Setup – この項目を選択するとプリンタ設定ダイアログが開     
きます。

Utility > Virtual Front Panel – この項目を選択すると、「仮想フロント・パ      
ネル」（98ページ）のセクションで説明された、仮想フロント・パネルが
開きます。

注記 マウスまたはその他のポインティング・デバイスが接続されていれば、測定
器を直接使用する場合にメニューを使用することもできます。
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リモート・デスクトップ操作のキーコード・コマンド
測定器をリモート・デスクトップ・モードで使用している場合は、以下のリ
モート・キーボード・キーの組み合わせを使用して、測定器のフロント・パ
ネル・キーの操作を実行することができます。

表4-9 キーコード・コマンド

以下のフロント・パネル・キーを初期化するには リモート・コンピュータのキーボードの
以下のキーを押します

AMPTD Y Scale Ctrl+Shift+A

Auto Couple Ctrl+Shift+C

Bk Sp Backspace

BW Ctrl+Alt+B

Cancel (Esc) Esc

Cont Ctrl+Alt+C
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Ctrl Ctrl

音量低減 ボリューム・コントロール・スライダ

Del Delete

下向き矢印 下向き矢印

Enter Enter (Return)

File Ctrl+Shift+L

FREQ Channel Ctrl+Shift+F

Full Screen Ctrl+Shift+B

Help F1

音量増加 ボリューム・コントロール・スライダ

Input/Output Ctrl+Shift+O

左向き矢印 左向き矢印

Marker Ctrl+Alt+K

Marker -> Ctrl+Alt+N

Marker Function Ctrl+Alt+F

Meas Ctrl+Alt+M

Meas Setup Ctrl+Alt+E

Menu (Alt) Alt

Mode Ctrl+Shift+M

Mode Preset Ctrl+M

Mode Setup Ctrl+Shift+E

Mute ボリューム・コントロールの下のMute
チェックボックス

次のウィンドウ Ctrl+Shift+N

Peak Search Ctrl+Alt+P

印刷 Ctrl+P

Quick Save Ctrl+Q

Recall Ctrl+R

Restart Ctrl+Alt+R

Return Ctrl+Shift+R

右向き矢印 右向き矢印

表4-9 キーコード・コマンド

以下のフロント・パネル・キーを初期化するには リモート・コンピュータのキーボードの
以下のキーを押します
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Save Ctrl+S

選択 スペース・バー

Single Ctrl+Alt+S

ｿﾌﾄｷｰ1 Ctrl+Shift+F1

ｿﾌﾄｷｰ2 Ctrl+Shift+F2

ｿﾌﾄｷｰ3 Ctrl+Shift+F3

ｿﾌﾄｷｰ4 Ctrl+Shift+F4

ｿﾌﾄｷｰ5 Ctrl+Shift+F5

ｿﾌﾄｷｰ6 Ctrl+Shift+F6

ｿﾌﾄｷｰ7 Ctrl+Shift+F7

Source Ctrl+Alt+U

SPAN X Scale Ctrl+Shift+S

分割表示 Ctrl+L

Sweep/Control Ctrl+Shift+W

System Ctrl+Shift+Y

Tab Tab

Trace/Detector Ctrl+Alt+T

Trigger Ctrl+Shift+T

上向き矢印 上向き矢印

User Preset Ctrl+U

View/Display Ctrl+Shift+V

ズーム Ctrl+Shift+Z

1 1*

2 2*

3 3*

4 4*

5 5*

6 6*

7 7*

表4-9 キーコード・コマンド

以下のフロント・パネル・キーを初期化するには リモート・コンピュータのキーボードの
以下のキーを押します
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注記 リモート・コンピュータのキーボードのCtrl+Alt+Deleteを押した場合は、必
ず測定器ではなく、リモート・コンピュータに影響が生じます。通常は、こ
のキーの組み合わせを押すと、Windowsのタスク・マネージャが表示されま
す。このため、リモート・コンピュータでこのキーの組み合わせを押しても、
測定器をリブートすることはできません。

リモート・デスクトップ・セッションの終了
測定器からリモート・コンピュータを切断し、セッションを終了する方法
は2通りあります。

8 8*

9 9*

– 必要に応じて、–キーを使用して負の値
を入力します*

.（小数点） .（ピリオド）*

0（ゼロ） 0（ゼロ）*

*. テンキーを備えたリモート・キーボードの場合は、該当するテンキー
のキーかメイン・キーパッドのキーのどちらかを使用します。

表4-9 キーコード・コマンド

以下のフロント・パネル・キーを初期化するには リモート・コンピュータのキーボードの
以下のキーを押します

ステップ 注記

1. Xをクリックし、次に、OKをクリック
します。

全画面表示の場合は、ウィンドウの上部中
央にXが表示されます。

全画面表示以外では、X はウィンドウのタ
イトル・バー右側の赤のボックスに表示さ
れます。

または

2. リモート・デスクトップが全画面表示
の場合は、カーソルを、ウィンドウ左
下の移動させます。

— スタート、切断をクリックし
ます。

— 切断をクリックします。

切断を確定するために、問い合わせを受け
ます。
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仮想フロント・パネル
仮想フロント・パネルは、フロント・パネル・キー・セットに相当するソフ
トウェアで、測定器を制御するためのもう1つの代替方法です。測定器（ま
たはリモート・デスクトップ）の画面上の別のウィンドウに表示することも
可能です。

注記 マウスまたはその他のポインティング・デバイスが接続されていれば、測定
器を直接使用する場合に仮想フロント・パネルを使用することもできます。

マウスを使用し、アプリケーション表示ウィンドウを右クリックして、ユー
ティリティ > 仮想フロント・パネルを選択します。以下に示すような仮想フ  
ロント・パネルが表示されます。

仮想フロント・パネルのボタンをクリックすると、対応する測定器のフロン
ト・パネル・キーの操作が実行されます。パネルの左側にあるKey 1か 
らKey 7までのボタンは、各ソフトキーの操作を実行します。



 99

Windowsツールの使用
内蔵Webサーバ：X-Seriesシグナル・アナライザをリモート使用する

内蔵Webサーバ：X-Seriesシグナル・アナライザをリモート使用
する

測定器は、内蔵WebサーバかWindowsリモート・デスクトップを使用して制
御することができます。内蔵Webサーバは、測定器のユーザ・アカウントに
ログインしたくない場合に最適です。これにより、現在のユーザをログオフ
しなくても、表示を見たり、測定器を制御することができます。入力デバイ
スとしてリモート・コンピュータのキーボードが必要な場合（例えば、ファ
イル名を変更したり、タイトルを設定する場合）は、Windowsのリモート・
デスクトップを使用してください。Windowsのリモート・デスクトップはま
た、通常は応答時間が高速です。

注記 内蔵Webサーバの機能は、シングル・ユーザ専用です。

インターネット経由での測定器へのアクセス
インターネットとWorld Wide Web、またはローカル・インターネット経由で、  
内蔵のWebサーバ機能を使用して、測定器にアクセスして制御することがで
きます。本セクションでは、この機能の使用方法を詳細に説明します。

Windowsのリモート・デスクトップ機能を使用して、測定器にアクセス／制御
することも可能です（詳細については、「リモート・デスクトップ：X-Series
シグナル・アナライザをリモート使用する」（84ページ）のセクションを参照）。

注記 リモート・デスクトップと内蔵Webサーバは同時には実行できません。

測定器に内蔵されているサーバ機能は、LXI (LAN eXtensions for 
Instrumentation) 規格に準拠しています。
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注記 LANから測定器にアクセスするには、ホスト名（またはIPアドレス）が必要
です。測定器の画面を使用してこの情報を検索する方法の詳細については、
「測定器のコンピュータ名の検索方法」（87ページ）を参照してください。

表4-10 測定器へのアクセス

ステップ 注記

1. 測定器のホスト名またはIPア 
ドレスに対応するURLを入力し
ます。

注記 この機能は、Internet Explorerを使用 
している場合にだけフルにサポー
トされます。

この例では、ホスト名は
「a-n9020a-00104」です。

接続を行う
と、ようこ
そ画面が 
表示され 
ます。

2. Ad vanced information about 
this Web-Enabled Keysight 
MXAをクリックします。

詳細な設定構成情報が表示されます。
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ページの左
側にはタブ・
セットがあ
り、測定器
の構成情報
にアクセス
したり、 
Webインタ
フェース経
由で制御す
ることがで
きます。

表4-10 測定器へのアクセス

ステップ 注記

表4-11 View & Modify Configurationタブを選択

ステップ 注記

1. View & Modify Configuration
をクリックします。

測定器に現在割り当てられているIPアドレスと
その他のTCP/IPパラメータを表示する、Web
ページが開きます。
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2. Modify Configurationをクリッ
クします 

パスワード入力ダイアログが表示されます。

デフォルトでは、このパスワードは「measure4u」
に工場設定されています。ただし、パスワードは
後で変更できます。（パスワードを変更するには、
測定器のフロント・パネルのSystem、I/O Config、
Reset Web Passwordを押します。）

正しいパスワードを入力すると、構成変更用の
Webページが表示されます。

3. 必要に応じて新しい設定を入力
し、Applyをクリックすると、新
しい設定が有効になります。

［Apply］をクリックする前に、Undo Changesボ
タンを使用して、すべての設定を以前の値に戻す
ことができます。

表4-11 View & Modify Configurationタブを選択

ステップ 注記
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Web Control SAタブにアクセス
このタブを選択することにより、測定器をWebサーバ経由で表示、制御、対
話することができます。

ステップ 注記

1. Web Control SAをクリックし
ます

パスワード入力ダイアログが表示されます。

デフォルトでは、このパスワードは「measure4u」
に工場設定されています。ただし、パスワードは
後で変更できます。（パスワードを変更するには、
測定器のフロント・パネルのSystem、I/O Config、 
Reset Web Passwordを押します。）

正しいパスワードを入力すると、測定器制御用の
Webページが表示されます。

注記 測定器ディスプレイを表示させるに
は、測定器アプリケーションが実行さ
れていることが必要です。

2. Display Front Panel Keys
をクリックします

測定器の制御に使用できる仮想キーボードが表示
されます。



 104 

Windowsツールの使用
内蔵Webサーバ：X-Seriesシグナル・アナライザをリモート使用する

ステップ 注記
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Get Dataタブを選択
Get Dataタブを選択することにより、測定器の現在アクティブ状態にある測定 
の結果をキャプチャすることができます。実行中の測定のタイプに応じて、
キャプチャ結果はトレース・データか測定結果で構成されます。

注記 データをWebサーバを使ってキャプチャするには、測定器アプリケーション
が実行されていることが必要です。

キャプチャされたデータは CSV (Comma Separated Value) ファイルとして    
フォーマットされるため、クライアント・コンピュータのディスク・ドライ
ブに保存したり、Microsoft Excelなどのスプレッドシート・アプリケーション 
を使って開いたり、Microsoft Accessなどのデータベース・アプリケーション 
にインポートすることもできます。

代表的な［Get Data］Webページ画面を以下に示します。
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現在実行中の測定が選択した結果タイプに対応していない場合は、このWeb
ページには次のように表示されます。

Get Imageタブを選択
Get Imageタブを選択すると、測定器の画面がスクリーン・キャプチャされ
ます。

注記 画面イメージをWebサーバを使ってスクリーン・キャプチャするには、測定
器アプリケーションが実行されていることが必要です。

イメージはPNG (Portable Network Graphics) ファイルとしてデフォルト名
Screen.pngというファイルにキャプチャされます。画像ファイルは、ク
ライアント・コンピュータのディスク・ドライブに保存したり、Windows
のクリップボードにコピーすることができます。
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代表的なスクリーン・キャプチャ・イメージを以下に示します。
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SCPI Telnetタブを選択
SCPI Telnetタブを選択すると、測定器とクライアント・コンピュータとの間 
でTelnetセッションが開始します。SCPIアクセス用の測定器のTCP/IPポート
は5023です。

注記 SCPI Telnetセッションを実行するには、測定器アプリケーションが実行され 
ていることが必要です。

ステップ 注記

1. SCPI Telnetをクリックし
ます

パスワード入力ダイアログが表示されます。

デフォルトでは、このパスワードは「measure4u」に
工場設定されています。ただし、パスワードは後
で変更できます。（パスワードを変更するには、測
定器のフロント・パネルのSystem、I/O Config、 
Reset Web Passwordを押します。）

正しいパスワードを入力すると、接続ウィンドウ
が表示されます。

2. SCPI Telnet Sessionをク
リックします

Telnetコマンド・ライン・インタフェースが表示
されます。
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Helpタブを選択
Helpタブを選択すると、以下のように、他の各タブに関する基本的なヘルプ
情報と性能に関するヒントが表示されます。

コマンド・ 
ライン・インタ
フェースを使用し
て、SCPIコマンド
や問合せを入力 
することができ 
ます。

3. Telnetセッションを終了する
には、クライアント・ 
コンピュータのキーボード
のCtrl+]を押します。

ステップ 注記
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表示およびウィンドウのキャプチャ /プリント
この機能を使用するには、外部キーボードとマウスが必要です。

デスクトップの保存： 

現在のアクティブ・ウィンドウの保存：

ステップ 注記

1. 外部キーボードのPrint 
Screenを押します。

これにより、デスクトップがキャプチャされ、
Windowsのクリップボードに保存されます。

2. Microsoft ペイントなどのグラ
フィック・ソフトウェア・プロ
グラムを開きます。

3. クリップボードの内容をプロ
グラムに貼り付けます。

キーボード・ショートカットCtrl + vを押せば、
内容はクリップボードにペーストされます。

4. イメージをファイルに保存し
ます。

ステップ 注記

1. キャプチャするウィンドウを
クリックします。

ウィンドウがアクティブ化されます。

2. 外部キーボードでAlt + Print 
Screenを押します。

これにより、ウィンドウがキャプチャされ、
Windowsのクリップボードに保存されます。

3. Microsoftペイントなどのグラ
フィック・ソフトウェア・ 
プログラムを開きます。

4. クリップボードの内容をプロ
グラムに貼り付けます。

キーボード・ショートカットCtrl + vを押せば、  
内容はクリップボードにペーストされます。

5. イメージをファイルに保存し
ます。
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Windowsのショートカットおよびその他のタスク
このセクションでは、マウスやキーボードが接続されていない測定器を操作
する場合に有用なWindowsのショートカット（キーの組み合わせ）をリスト
します。（「マウスがない場合のWindowsの移動」（80ページ）も参照してく
ださい）。これらのショートカットはすべてのWindows 7システムで使用でき 
ますが、通常は、マウスやキーボードが接続されている場合には使用されま
せん。

Windowsのショートカット（キーの組み合わせ）
マウスやキーボードが接続されていない測定器を使用する場合は、以下のフ
ロント・パネル・キーの組み合わせを用いて、基本的なWindowsのタスクを
実行することができます。

表4-12 Windowsのショートカット・キーの組み合わせ

以下のタスクを行うには： 以下を押します：

Windowsのスタート・メニューを表示する Ctrl+Esc

すべてのオープン・アプリケーションを順次切り替
える

Alt+Tab

メニュー・バーの最初のメニューを選択する Alt

メニューの見出し内を順次移動する 左向き矢印、右向き矢印
メニュー（ドロップダウン）を開く 下向き矢印
展開メニュー内の項目を順次移動する 上向き矢印、下向き矢印
現在のメニュー選択を閉じる Esc

現在のメニュー・バー選択をキャンセルする Alt

アプリケーションのコントロール・メニュー（通常
は、メニュー・バーの左端のメニューで、ファイル
Fileで始まる）を開く

Alt+Select

ダイアログで：タブ間を移動する Ctrl+Tab

ダイアログで：ダイアログ・ボックスの項目内を順
方向に移動する

Tab

ダイアログで：ダイアログ・ボックスの項目内を逆
方向に移動する

Shift+Tab

ダイアログで：リスト・ボックスを開く Alt+下向き矢印

ダイアログ・リスト・ボックスまたはチェック・
ボックスで：項目を選択する／選択を解除する

選択

ダイアログ・リスト・ボックスまたはチェック・
ボックスで：一度に1つの項目を選択する／選択を解
除する

Shift+上向き矢印、Shift+下
向き矢印
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マウス／キーボードを使わないアプリケーション・メニュー移動
この例ではMicrosoft Excelを使用していますが、同様の一連の操作を実行す 
ることによて、任意のアプリケーションの任意のメニュー項目を選択／実行
することができます。

シート > 名前の変更オプションを、以下に示すメニュー・バーの書式メ  
ニューから選択および実行するには、

以下の操作を実行します。

 マイ・コンピュータで、選択したフォルダを展開する Enter

マイ・コンピュータで、現在のフォルダの1つ上のレ
ベルのフォルダを開く

Bk Sp

表4-12 Windowsのショートカット・キーの組み合わせ

以下のタスクを行うには： 以下を押します：

ステップ 注記

1. Altを押して、メニュー・バーのファイルメ
ニューを選択します。

適切なウィンドウがフォーカスさ
れることが必要です。

2. 右向き矢印と左向き矢印キーを使用して、
［書式］メニューに水平移動します。

3. 下向き矢印を押して、［書式］メニューを
展開します。

4. 下向き矢印と上向き矢印キーを使用して、
［シート］メニュー項目に垂直移動します。
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Windowsタスクバーの自動非表示機能
測定器のアプリケーションを使用する場合は、Windowsのタスクバーは常に
自動非表示モードであることが必須です。タスクバーが自動非表示モードに
設定されていない場合は、測定器の画面の下側部分がタスクバーで覆い隠さ
れてしまいます。

マウスを測定器に接続している場合、故意であろうと偶発的であろうと、マ
ウスのカーソルを画面の下部に移動すると、タスクバーが自動的に表示され
ます。タスクバーが自動非表示モードにある場合は、マウスのカーソルを画
面の下部から遠ざけると、タスクバーは再び消えます。

Windowsのタスクバーを自動非表示モード以外に設定してしまった場合はい
つでも、以下の手順を実行することによって、自動非表示動作を復元するこ
とができます。

5. 下向き矢印キーを押して、［シート］サブ
メニューを展開します。

［名前の変更］サブメニュー項目が
すでに選択されていることが分か
ります。同じサブメニューの別の
項目を選択するには、下向き矢印
と上向き矢印キーを使用して、目
的の項目に垂直移動します。

6. Enterを押して、選択した動作を実行します。

ステップ 注記

表4-13 タスクバー自動非表示モードを復元

ステップ 注記

1. スタート > コントロール・パネルを
クリックします。

マウスを使用していない場合は、
Ctrl+Esc押します。

2.  タスクバーと［スタート］ 
メニューをクリックします

マウスを使用していない場合は、
「Windowsのショートカット
（キーの組み合わせ）」（111ペー
ジ）のセクションに指定されている
ショートカット・キーの組み合わせ
を使用して、これらの選択を実行し
ます。

3. タスクバータブをクリックします タスクバーと［スタート］メニュー
のプロパティ・ダイアログが表示さ
れます。

4. タスクバーを自動的に隠すチェッ
ク・ボックスを選択します

マウスを使用していない場合は、自
動非表示モードが選択されるまで、
タブを繰り返し押し、次に選択を押
して、チェック・ボックスの状態を
切り替えます。
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5. OKをクリックします。 変更が適用され、ダイアログ・ボッ
クスが閉じられます。

表4-13 タスクバー自動非表示モードを復元

ステップ 注記
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Keysight X-Seriesシグナル・アナライザ
PXA N9030A、MXA N9020A、EXA N9010A、および、CXA N9000A 

入門ガイド

5  トラブルシューティング

「基本事項の確認」（116ページ）

「Microsoft Windows 7関連の問題」（119ページ）

「サービスのためのアナライザの返送」（120ページ）

警告 本器内部には使用者によるサービスが可能な部分はありません。サー
ビスはサービスマンに依頼してください。感電事故を防ぐため、カバー
は外さないでください。
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基本事項の確認
— コンセントに電力が供給されていますか? 

— アナライザはオンになっていますか?電源スイッチの隣の緑のLEDが点灯
しているかどうか確認してください。また、アナライザ内部の冷却ファン
が動作しているかどうかを動作音で確認してください。 

— 他の機器、ケーブル、コネクタをシグナル・アナライザとともに使用し
ている場合、それらが正しく接続され、正しく動作していることを確認
してください。 

アナライザがオペレーティング・システムを完全にロードまたは実行で
きない場合は、測定アプリケーションが正常に起動されていません。問
題はディスクの破損である可能性があります。アナライザのブート処理
が、「測定器回復システム」を実行できるまで進む場合は、60ページで説
明された「ディスク・ドライブ回復プロセス」を実行してください。 

— 測定アプリケーションは動作していますか?動作していない場合は、デス
クトップ上にソフトウェア起動ショートカット／アイコンがあります。

— 測定器アプリケーションがフォーカスされていますか?（すなわち、青い
ウィンドウ・バーナーが強調表示されていますか?）フォーカスされてい
ない場合は、Alt-Tabを使用してアプリケーションにフォーカスを移動し
ます。

— 問題が初めて起きたときに実行していた測定手順を見直してください。
すべての設定が正しいですか? 

— アナライザが予期したとおりに動作しない場合、Mode Presetを押してア 
ナライザを既知の状態に戻してください。

注記 アナライザの設定の中には、プリセットの影響を受けないものもあります。
アナライザの設定をリセットするには、System、Power On、Restore Power  
On Defaultsを押します。

— 実行中の測定と、予期される結果は、アナライザの仕様と能力の範囲内
ですか? 

アナライザの仕様ガイドを参照してください。 

http://www.keysight.com/find/pxa_specifications

http://www.keysight.com/find/mxa_specifications

http://www.keysight.com/find/exa_specifications

http://www.keysight.com/find/cxa_specifications

http://www.keysight.com/find/pxa_specifications
http://www.agilent.com/find/mxa_specifications
http://www.agilent.com/find/mxa_specifications
http://www.keysight.com/find/mxa_specifications
http://www.agilent.com/find/mxa_specifications
http://www.agilent.com/find/mxa_specifications
http://www.keysight.com/find/exa_specifications
http://www.keysight.com/find/cxa_specifications
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テクニカル・マニュアルの pdfファイルは、測定器に同梱されたドキュ
メントDVDから、また、KeysightのWebサイトから利用できます。 

http://www.keysight.com/find/pxa_manuals

http://www.keysight.com/find/mxa_manuals

http://www.keysight.com/find/exa_manuals

http://www.keysight.com/find/cxa_manuals

— アナライザがLAN接続経由で通信しない場合は、リア・パネルのLANコネ
クタに黄色く点滅しているLEDがないか確認します。ACT LEDが点滅して 
いない場合は、LANケーブルとLANの完全性を確認します。

— 仕様を満たすには、アナライザを調整する必要があります。Auto Align (On)  
機能を選択するか（System、Alignments、Auto Align、Normalの順に押 
す）、アナライザを手動で調整する必要があります。 

— アライメントを実行します。System、Alignments、Align Now、Allの順 
に押します。 

— 以前にアライメントを実行しても問題が解決しなかった場合は、System、
Alignments、Restore Align Defaultsを押します。次に、System、 
Alignments、Align Now、Allの順に押します。

— アナライザが、特に10 GHzを超える周波数帯で、大幅な振幅エラー 
（> 10 dB）を示す場合は、RF プリセレクタが適切にセンタ処理されてい  
ない可能性があります。Peak Search、AMPTD Y-Scale、Presel Centerを   
押してください。信号振幅エラーが是正されたら、プリセレクタのキャ
ラクタリゼーションを実行してください。System、Alignments、More 1 
of 2、Ad vanced、Characterize Preselector の順に押します。キャラクタ  
リゼーションには数分間かかりますが、この間、アナライザを中断させ
ないでください。キャラクタリゼーション・プロセスの間にアナライザ
が中断されると、キャラクタリゼーション・データが破壊され、プロセ
スをもう一度実行することが必要となります。

— アナライザにエラー・メッセージが表示されていますか?表示されている
場合、『Instrument Messages Guide』を参照してください。

— 外部周波数基準は選択されているものの、使用できないのかどうか確認
します。Input/Output、Freq Ref Inを押すことによって選択されているか  
確認します。Externalを選択した場合は、設定をSenseに変更することに
よって、アナライザは外部基準の存在を感知し、使用可能な場合に限っ
て外部基準を使用します。外部基準の周波数が正しく設定されていなけ
ればなりません。

— 測定器のアプリケーション以外にWindowsプログラムを使用している場
合は、動作が遅いと感じるかも知れません。測定器のアプリケーション
をシングル掃引／測定モードにします。

http://www.keysight.com/find/pxa_manuals
http://www.keysight.com/find/mxa_manuals
http://www.keysight.com/find/exa_manuals
http://www.keysight.com/find/cxa_manuals
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ヒント Keysight Technologies試験計測機器電子メール通知サービスに登録すれば、新 
しいファームウェアのリリースや、他の製品のアップデート /情報を、自動
的に電子メールで受け取ることができます。お申し込みは、次のURLを参照
してください。 

http://www.keysight.com/find/MyKeysight

http://agilent.com/find/notifyme
http://agilent.com/find/notifyme
http://keysight.com/find/notifyme
http://keysight.com/find/notifyme
http://www.keysight.com/find/MyKeysight
http://www.keysight.com/find/MyKeysight
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Microsoft Windows 7関連の問題
Microsoft Windows 7オペレーティング・システムの設定は、最高の性能が得  
られるように最適化されています。これらの設定を変更すると、測定器の性
能や測定スピードが低下する恐れがあります。安全に変更できる設定につい
ては、「変更できる設定」（59ページ）を参照してください。

X-Seriesシグナル・アナライザはオープンなWindows環境で稼働するため、
ソフトウェアを測定器にインストールすることができます。ただし、承認さ
れていないソフトウェアをインストールすると、測定器の性能に影響が及ぶ
おそれがあります。Keysightでは、承認されていないソフトウェアをインス
トールした場合の性能は保証しません。
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サービスのためのアナライザの返送

Keysightへの連絡 

Keysight Technologiesの営業所は世界中にあり、アナライザに関するあらゆ 
るサポートを提供します。サービス情報の入手／交換用部品のオーダについ
ては、最寄りのKeysight Technologies営業所までお問い合わせください（以 
下のリストを参照）。お問い合わせの際には、アナライザの製品番号、シリ
アル番号、ソフトウェア・リビジョンをお知らせください。 

System、Show、Systemを押すと、製品番号、シリアル番号、ソフトウェア・
リビジョン情報がアナライザの画面上に表示されます。シリアル番号のラベ
ルはアナライザのリア・パネルにも貼付されれています。 
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Keysight Technologiesの所在地
表5-1 Keysightへのお問い合わせ

オンライン・アシスタンス：
www.keysight.com/find/contactus

アメリカ大陸 

国 電話番号

カナダ (877) 894 4414

ブラジル 55 11 3351 7010

メキシコ 001 800 254 2440

米国 1 800 829-4444

アジア太平洋地域 

国 電話番号

オーストラリア 1 800 629 485

中国 800 810 0189

香港 800 938 693

インド 1 800 112 929

日本 0120 (421) 345

韓国 080 769 0800

マレーシア 1 800 888 848

シンガポール 1 800 375 8100

台湾 0800 047 866

その他のアジア太平洋
の国家

(65) 6375 8100

ヨーロッパおよび中東 

国 電話番号

オーストリア 0800 001122

ベルギー 0800 58580

フィンランド 0800 523252

フランス 0805 980333

ドイツ 0800 6270999

www.keysight.com/find/assist
www.keysight.com/find/contactus
www.keysight.com/find/contactus
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保証の確認 

アナライザの保証については、『仕様ガイド』の先頭に記載されています。一
読の上、その条件を理解しておいてください。 

アナライザが別個のメンテナンス契約の対象となっている場合、その条件を
理解しておいてください。 

サービス・オプション 

Keysightでは、保証期間終了後にアナライザのサービスを行うためのオプ
ションのメンテナンス・プランを何種類か用意しています。詳細については
計測お客様窓口までお問い合わせください。 

保証期間終了後に自分でアナライザのサービスを行いたい場合は、テストと
メンテナンスに関する必要な情報を記載したサービス・ドキュメントを購入
できます。 

サービス・ドキュメントは、計測お客様窓口にOption 0BW（アセンブリ・レ 
ベル・トラブルシューティング情報）としてオーダしてください。

アイルランド 1800 832700

イスラエル 1 809 343051

イタリア 800 599100

ルクセンブルク +32 800 58580

オランダ 0800 0233200

ロシア 8800 5009286

スペイン 0800 000154

スウェーデン 0200 882255

スイス 0800 805353
オプション1 (DE)
オプション2 (FR)
オプション3 (IT)

英国 0800 0260637

リストにない他の国家：
www.keysight.com/find/contactus

ヨーロッパおよび中東 

国 電話番号

www.keysight.com/find/contactus
www.keysight.com/find/contactus
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測定器の梱包
納品時の梱包または同等の梱包を使用してください。出荷時の梱包材料が
あれば、それで機器を梱包してください。

注意 指定の梱包材料以外のものを使用すると、アナライザが損傷するおそれがあ
ります。スチレン・ペレットはどのような形のものでも梱包材料として使用
しないでください。機器の緩衝用にも、カートンの中での移動を防ぐために
も役に立ちません。静電気を発生したり、アナライザの放熱口に入り込んで
通気を妨害したりして、機器の損傷を招く恐れがあります。 

アナライザの梱包には、以下のような市販の梱包材料を使用できます。

ステップ 注記

1 静電気による損傷を防ぐた
め、アナライザを静電気防止
シートで包みます。

2 強度の高い輸送用カートンを
使用してください。 

カートンには、アナライザを収めるのに十分
な大きさと強度が必要です。159 kgの破裂強 
度を持つ 2重壁の段ボール箱を使えば十分で
す。アナライザの全面に梱包材のための空間
が8～10 cm以上必要です。 

3 機器を8～10 cmの厚さの梱包
材でくるみ、機器がカー 
トン内で移動しないようにし
ます。

梱包用の発泡材がない場合は、プラスチック
のバブル包装材を代わりに使用してくださ
い。プラスチックのバブル包装材は、約 3 cm 
の気泡で満たされたプラスチックのシートの
ようなものです。静電気を防止するピンク色
のバブル材を使用してください。機器をこの
材料で何重かにくるめば、機器の保護と、機
器がカートン内で移動しないようにするため
に十分です。 

4 強力なナイロン製の接着テー
プで、輸送用カートンにしっ
かりと封をします。

5 輸送用カートンに「壊れ物、
取扱い注意」と表記して、注
意して取り扱われるようにし
ます。 

6 出荷用書類のコピーはすべて
保存してください。 
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